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国
内
の
副
業
者
の
状
況

　

総
務
省
が
２
０
１
７
年
に
実
施
し
た
就
業

構
造
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
副
業
者
の
数
は

２
６
８
万
人
。
有
業
者
（
15
歳
以
上
の
普
段
仕

事
を
持
っ
て
い
る
人
）
の
４
％
に
あ
た
る
（
図

２
）。
35
年
前
か
ら
の
過
去
推
移
を
見
て
み
る

と
、
副
業
者
の
割
合
は
減
少
傾
向
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
れ
は
兼
業
農
家
な
ど
農
林
水
産

業
と
の
兼
業
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
起
因

す
る
。
一
方
、
本
業
が
雇
用
さ
れ
る
働
き
方
で

あ
る
副
業
者
に
限
っ
て
本
業
の
雇
用
形
態
別
割

合
を
見
る
と
、
副
業
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

正
社
員
が
25
・
４
％
あ
る
の
に
対
し
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
、
契
約
社
員
、
嘱
託
な
ど

正
社
員
以
外
の
従
業
員
は
46
・
７
％
と
、
正
社

員
以
外
の
ほ
う
が
多
く
副
業
・
兼
業
を
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
（
図
３
）

　
正
社
員
以
外
に
副
業
・
兼
業
を
す
る
人
が
多

い
背
景
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
労
働
時
間
の
制

約
や
低
賃
金
を
理
由
に
、
副
業
・
兼
業
で
収
入

補
填
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
含
ま
れ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
正
社
員
の
副

業
・
兼
業
比
率
が
低
い
理
由
と
し
て
は
、
先
述

し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
就
業
規
則
に
よ
っ
て

禁
止
し
て
き
た
企
業
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
企
業
に
と
っ
て
も
働
く
個
人
に
と
っ
て
も
、

新
卒
で
採
用
さ
れ
た
企
業
に
お
け
る
職
務
専
念

や
長
時
間
労
働
が
当
た
り
前
で
あ
り
、
勤
務
先

る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
本
誌
で
は
、
企
業
が
副
業
・
兼
業
の

容
認
を
検
討
す
る
、
ま
た
容
認
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
参
考
と
な
る
情
報
の
提
供
を
目
的
に
、

今
回
の
「
副
業
・
兼
業
の
光
と
陰
」
発
刊
を
企

画
し
た
。
誌
面
で
は
、
企
業
と
個
人
の
実
態
調

査
、
先
進
的
に
取
り
組
む
企
業
や
識
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
等
を
通
し
て
、
副
業
・
兼
業
容
認
の

実
態
や
メ
リ
ッ
ト
・
懸
念
点
を
紹
介
し
て
い
く
。

こ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
政
府
統
計
や
資
料
等

を
も
と
に
、
ま
ず
国
内
外
に
お
け
る
副
業
・
兼

業
の
状
況
か
ら
概
観
し
て
い
こ
う
。

図 1　モデル就業規則の改定 （2018年1月）

（遵守事項）
第11条 労働者は、以下の事項を守らなければならない。
① 許可なく職務以外の目的で会社の施設、物品等を使用しないこと。
② 職務に関連して自己の利益を図り、又は他より不当に金品を借用し、若しくは贈与を受ける等

不正な行為を行わないこと。
③ 勤務中は職務に専念し、正当な理由なく勤務場所を離れないこと。
④ 会社の名誉や信用を損なう行為をしないこと。
⑤ 在職中及び退職後においても、業務上知り得た会社、取引先等の機密を漏洩しないこと。
⑥ 許可なく他の会社等の業務に従事しないこと
⑦ 酒気を帯びて就業しないこと。
⑧ その他労働者としてふさわしくない行為をしないこと。

改定前

（副業・兼業）
第67条 労働者は、勤務時間外において、他の会社等の業務に従事することができる。 
2 労働者は、前項の業務に従事するにあたっては、事前に、会社に所定の届出を行うものとする。
3 第1項の業務に従事することにより、次の各号のいずれかに該当する場合には、会社は、これ

を禁止又は制限することができる。
　① 労務提供上の支障がある場合
　② 企業秘密が漏洩する場合
　③ 会社の名誉や信用を損なう行為や、信頼関係を破壊する行為がある場合 
　④ 競業により、企業の利益を害する場合

改定後

　第11条第6号の規定を削除し、副業・兼業についての規定を新設

図 3　副業者全体における本業の雇用形態別割合

本業の雇用形態 副業者数 副業者全体に占める割合

正社員 68万人 25.4%

正社員以外の従業員
（パート、アルバイト、派遣、

契約社員、嘱託など）
125万人 46.7%

図 2 　副業者数と有業者全体に占める割合の推移
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出所：総務省統計局「平成29年就業構造基本調査 」 出所：総務省統計局「平成29年就業構造基本調査」

副業者数 有業者に占める副業者の割合

出所：厚生労働省「副業・兼業の促進に関するガイドライン」パンフレット
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働
き
方
改
革
の
一
環
で

加
速
す
る
副
業・兼
業
促
進
の
動
き

　
政
府
が
２
０
１
７
年
３
月
に
ま
と
め
た
「
働

き
方
改
革
実
行
計
画
」
に
お
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
モ
デ
ル
就
業
規
則
の
提
示
と
と
も
に
副

業
・
兼
業
促
進
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

副
業
・
兼
業
促
進
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

各
種
メ
デ
ィ
ア
も
「
副
業
・
兼
業
解
禁
」
を
さ

か
ん
に
報
じ
、「
自
社
で
も
早
く
副
業
・
兼
業

を
推
進
し
な
け
れ
ば
…
」
と
考
え
て
い
る
人
事

担
当
者
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
副
業
・
兼
業
解
禁
」
と
聞
く
と
、
あ
た
か

も
法
律
で
こ
れ
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
も
の
が

法
改
正
に
よ
っ
て
解
禁
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
誤

解
を
招
き
か
ね
な
い
が
、
今
回
そ
う
い
っ
た
法

改
正
は
な
い
。
む
し
ろ
法
律
上
禁
止
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
就
業
規

則
に
従
っ
て
企
業
各
社
が
就
業
規
則
上
で
全
面

禁
止
や
一
部
禁
止
と
し
て
き
た
の
が
実
態
で
あ

る
。
そ
れ
が
今
回
、
先
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公

開
及
び
モ
デ
ル
就
業
規
則
の
改
定
に
よ
っ
て
、

就
業
規
則
上
で
も
原
則
副
業
・
兼
業
を
認
め
る

方
針
が
示
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
（
図
１
）

　
た
だ
し
、
副
業
・
兼
業
の
促
進
を
前
面
に
打

ち
出
し
な
が
ら
も
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
モ
デ
ル

就
業
規
則
内
に
も
記
載
が
あ
る
通
り
、
副
業
・

兼
業
を
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
は
、
企
業
各
社

の
事
情
に
照
ら
し
て
充
分
な
議
論
の
上
、
進
め

な
ぜ「
副
業
」が

注
目
さ
れ
る
の
か

2



ま
で
副
業
・
兼
業
を
禁
止
し
て
い
た
こ
と
で
顕

在
化
し
な
か
っ
た
労
働
時
間
の
通
算
問
題
や
疲

弊
に
よ
る
本
業
へ
の
支
障
、
労
災
・
保
険
適
用

の
責
任
範
囲
問
題
、
さ
ら
に
は
企
業
秘
密
の
漏

洩
や
名
誉
毀
損
な
ど
数
々
の
リ
ス
ク
が
、副
業
・

兼
業
を
容
認
す
る
こ
と
で
一
気
に
降
り
か
か
っ

て
く
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
企
業
は
副
業
・
兼
業
を
容
認
す
べ
き
な
の

だ
ろ
う
か
。
仮
に
容
認
を
進
め
る
と
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
何
か
ら
進
め
れ
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
誌
で
は
企
業
に
と
っ
て

の
副
業
・
兼
業
容
認
の
メ
リ
ッ
ト
と
留
意
点
を

両
面
か
ら
見
て
い
く
こ
と
で
、
企
業
に
お
け
る

副
業
・
兼
業
容
認
の
是
非
を
検
討
し
、
押
さ
え

る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
日
本
国
内
の
企
業
に
よ

る
副
業
・
兼
業
の
促
進
状
況
や
個
人
の
副
業
・

兼
業
実
態
、そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
把
握
す
べ
く
、
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
が

行
っ
た
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
て
い
く
。

〈参考資料〉
● 川上淳之「なぜ副業をするのか—

自由と制約のあいだで—」（玄田有
史編『30代の働く地図』、岩波書店、2018
年、第4章）　

● 厚生労働省「副業・兼業の場合
の労働時間管理の在り方に関する
検討会」資料（諸外国の制度について、
海外視察の結果報告について）

● 働き方改革実現会議「働き方改
革実行計画」（2017年3月28日）

● 独立行政法人 労働政策研究・研
修機構「諸外国における副業・
兼業の実態調査—イギリス、ドイツ、
フランス、アメリカ—」（2018年4月）

表 1 　海外における副業の状況

出所：厚生労働省「副業・兼業の場合の労働時間管理の在り方に関する検討会」資料

フランス ドイツ オランダ イギリス アメリカ

副業・兼業
の可否

● 複数の雇用主の下で就
業する雇用労働者には、
忠 実 義 務（競 業 避 止 義
務）の履行が求められる

●労働協約や雇用契約で
副業を禁止することは可
能である

●副業に関して雇用契約等
での制限は見られるが、
理由を問わない一律の
全面禁止は認められてい
ない（無効である）

● 使用者は「正当な利益」
（競業避止等）に影響を
及ぼさなければ、従業員
の副業に同意する義務
がある

●法的には禁止していない
が、企業レベルで就業規
則・協約等で禁止する傾
向がある

●雇用主が被用者に対して
副業を禁止あるいは制限
する場合、一般的に、そ
の旨を雇用契約に条項と
して盛り込むことによって
行うとみられるが、これに
は雇用主の事業の損害
となる合理的な根拠（競
業の禁止等）を要すると
される

●法的に規制なし

労働時間
規制の原則

● 原則として、1日10時間、
１週48時間（12週平均が
44時間となる必要あり）
を超えてはならない

● 基本的には法定労働時
間の週35時間を超える労
働契約は締結できない

●１日８時間を超えてはなら
ない（６カ月又は24週間
以内を平均して１日当たり
８時間を超えない場合に
限り、１日10時間まで延
長が可能）

●１週間当たり48時間を超
えてはならない（一定の
条件下で延長が可能）

●最長労働時間は、原則と
して１日12時間、１週60時
間（１カ月（４週間）で平均
して55時間、４カ月（16週
間）で平均して48時間を
超えてはならない）

●最長労働時間は、17週を
平均して１週当たり48時間

（労働協約等により52週
に延長可能）

●労働者がオプトアウト（適
用除外）に合意した場合
は、週あたりの上限を超え
た就労が認められている

●労働時間の
   上限規制がない

割増賃金
● 各雇用契約の所定労働

時間を超過した場合、割
増賃金が支払われる

●法定なし
　（労働協約等による）

●法定なし
　（労働協約等による）

●法定なし
　（労働協約等による）

● 週40時間を超える労働
に対して、通常の賃金の
1.5倍以上の割増賃金を
支払わなければならない

通　算 ●通算する(政府解釈）
●通算する
　（労働時間法２条１項）

●通算する
　（労働時間法５：15条）

●通算する（政府解釈）

●「共同使用
　（joint employment）」の
　場合は通算する
　（政府解釈）

労働時間の
上限を超えた
場合の責任

● 法定の最長労働時間を
超えて労働をした場合、
雇用労働者、雇用主の両
方が罰則の対象となる

●諸説ある
①本業の使用者が常に責

任を負う（連邦労働裁判
所はこの立場）

②後から労働契約を締結し
た使用者が責任を負う

③労働時間の順序に関係
なく労働時間を違法に
超過した場面の使用者
が責任を負う

●実際に法定労働時間を
超過させた使用者だけ
でなく、双方の使用者が
責任を負う（ただし、労働
者の通知があることが前
提）

●雇用主には、労働者の健
康と安全に配慮し、週当
たり労働時間の上限の
遵守のために必要なあら
ゆる合理的な措置（オプ
トアウトへの合意も含む）
を講じることが義務づけ
られている

●複数の使用者が「共同使
用者」の関係にあると判
断される場合には、当該
複数の使用者の下にお
ける労働時間は、週40時
間を超えるか否かの計算
上、通算されることになる。
この場合、「共同使用者」
とされる全ての使用者が、

「個別にかつ連帯して」割
増賃金の支払いをはじめ
とする法が定める責任を
負担する（具体的な取扱
いは明らかではない）

副業・兼業の
事実の把握

●雇用主は、従業員に対し
て労働時間に関する規定
を遵守していることを明ら
かにする書面での証明書
を求めることができる（労
働法典Ｄ8261-2条）

●使用者は労働者に対して
副業の有無やその労働
時間等について申告を
求める権利（照会権、質
問権）を有しており、労働
者は回答する義務がある

（通説）

● 労働者はそれぞれの使
用者に対し、自主的に、
かつ時機に応じて、使用
者が労働時間規制を遵
守するために必要な情報
を報告する義務がある（労
働時間法５:15条６項）

● 使用者は労働者に対して
副業の有無を確認し、労
働者が副業を行っている
場合には、通算の労働時
間が法定の上限を超えな
いようにすることが望ましい。
超える場合には、労働時
間の制限など合理的な手
段を講じてこれを防止する
か、オプトアウトへの合意
により上限を適用除外とす
る必要がある（政府解釈）

●労使共に義務なし
● 雇用契約上労働者に申

告義務が課されることは
あり得る
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は
副
業
・
兼
業
を
通
じ
た
起
業
が
開
業
率
の
向

上
に
も
寄
与
し
て
お
り
、
新
た
な
技
術
の
開
発
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
起
業
の
手
段
や

第
２
の
人
生
の
準
備
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
」

と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
今
回
の
副
業
・

兼
業
促
進
に
お
い
て
、
政
府
が
主
眼
に
置
い
て

い
る
目
的
は
収
入
補
填
で
は
な
く
、
明
ら
か
に

働
く
個
人
の
視
野
や
機
会
の
拡
大
、
能
力
の
向

上
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
本
業
以
外
の

仕
事
や
活
動
の
機
会
を
得
る
こ
と
は
、
個
人
の

経
験
の
幅
を
広
げ
、
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
レ

ベ
ル
向
上
に
も
繋
が
る
。
そ
う
し
た
効
果
が
、

や
が
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
生
産
性
向
上
と

い
っ
た
効
果
に
繋
が
る
可
能
性
を
期
待
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
副
業
・
兼

業
で
得
た
経
験
や
ス
キ
ル
、
人
脈
が
本
業
に
お

け
る
効
果
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。
特
に
正
社
員

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
勤
務
先
で
禁
止
さ
れ

て
い
た
た
め
に
、
副
業
・
兼
業
を
希
望
し
な
が

ら
も
諦
め
て
い
た
人
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

図
４
の
近
年
に
お
け
る
正
社
員
の
副
業
希
望
者

数
の
増
加
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
副
業
・

兼
業
促
進
の
動
き
を
受
け
て
容
認
す
る
企
業
が

増
え
て
く
る
中
、
個
人
の
副
業
・
兼
業
に
対
す

る
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
今
後
、
副
業
・
兼
業
を
容
認
す
る
企
業
が

さ
ら
に
増
え
れ
ば
、
副
業
・
兼
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
動
き
は
ま
す
ま
す
活
発
化
す
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
な
っ
て
い
る
。一
方
、

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
経
営
管
理
職
や

教
育
・
医
療
と
い
っ
た
専
門
職
の
副
業
・
兼
業

も
目
立
つ
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
で
は
雇
用
者
と

し
て
で
は
な
く
、
雇
わ
れ
な
い
働
き
方
と
し
て

「
独
立
請
負
」
な
ど
と
呼
ば
れ
るIndependent 

Contractors

が
Ｉ
Ｔ
業
界
や
金
融
業
界
を
中
心

に
定
着
し
て
お
り
、
２
０
０
５
年
時
点
で
就
業

者
の
７
％
を
占
め
て
い
た
割
合
が
、
２
０
１
５

年
に
は
推
計
で
3
割
ま
で
伸
び
て
い
る
。
本
業

で
は
雇
用
者
と
し
て
、
副
業
・
兼
業
は
独
立
請

負
者
と
し
て
、
働
く
人
も
増
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
に
お
い
て
議
論
の
焦
点
と
な
っ

て
い
る
労
働
時
間
の
管
理
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

基
本
的
に
副
業
・
兼
業
の
有
無
や
労
働
時
間
に

関
し
て
、
企
業
が
求
め
れ
ば
働
く
個
人
が
報
告

す
る
義
務
を
負
う
形
を
取
り
、
個
人
の
報
告
に

よ
っ
て
労
働
時
間
を
把
握
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。
な
お
、
日
本
と
の
法
律
の
違
い
や
そ
も

そ
も
長
時
間
労
働
を
し
な
い
文
化
が
あ
る
た
め

か
、
長
時
間
労
働
が
問
題
に
な
っ
た
過
去
の
例

は
あ
ま
り
見
当
た
ら
ず
、
労
働
時
間
管
理
の
問

題
は
日
本
特
有
の
課
題
と
い
え
そ
う
だ
。

政
府
が
副
業・兼
業
に
期
待
す
る
の
は

技
術
開
発
や
イ
ノベー
ション

　
働
き
方
改
革
実
行
計
画
に
は
、「
諸
外
国
で

海
外
の
副
業
状
況

　
で
は
、
海
外
に
お
け
る
副
業
・
兼
業
は
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
表
１
は
、
厚
生
労
働
省
「
副
業
・
兼
業
の
場

合
の
労
働
時
間
管
理
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
の
資
料
よ
り
引
用
し
た
、
海
外
に
お
け
る

副
業
・
兼
業
に
関
す
る
制
度
の
状
況
で
あ
る
。

　
副
業
・
兼
業
の
法
的
な
可
否
状
況
か
ら
見
て

み
よ
う
。
欧
州
各
国
で
は
、
主
に
競
合
避
止
等

の
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
の
み
禁
止
さ
れ

る
ケ
ー
ス
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
職
業
選
択

は
個
人
の
自
由
で
あ
り
尊
重
す
べ
き
と
い
う
ス

タ
ン
ス
か
ら
副
業
・
兼
業
の
制
度
的
な
制
限
は

強
く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
法
的
規
制
も
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
独
立
行
政
法
人 
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
の
「
諸
外
国
に
お
け
る
副
業
・
兼
業
の
実
態

調
査—

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア

メ
リ
カ—

」
に
よ
る
と
、
副
業
・
兼
業
を
し
て

い
る
人
の
属
性
や
職
種
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
っ

て
事
情
は
多
少
違
う
も
の
の
全
体
的
に
女
性
が

多
く
、
低
賃
金
・
低
ス
キ
ル
の
仕
事
に
従
事
し

て
い
る
人
が
多
い
。
例
え
ば
、
最
も
副
業
・
兼

業
割
合
の
高
い
ド
イ
ツ
で
は
、
月
額
の
平
均
賃

金
が
４
５
０
ユ
ー
ロ
以
下
の
僅
少
雇
用
で
あ
る

「
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
」
の
枠
内
で
副
業
・
兼
業
を
行
っ

て
い
る
人
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
副
業
・
兼
業
者
の
８
割
が
女
性
で
、
多
く

へ
の
従
属
貢
献
を
含
め
て
評
価
が
な
さ
れ
て
い

た
日
本
型
雇
用
の
働
き
方
に
お
い
て
は
、副
業
・

兼
業
な
ど
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
し
か
し
、
近
年
、
働
く
個
人
の
副
業
希
望
者

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
有
業
者
に
占
め
る

追
加
就
業
希
望
者
の
割
合
推
移
を
見
る
と
、
過

去
15
年
間
の
追
加
就
業
希
望
者
比
率
は
５
・

１
％
か
ら
６・
４
％
へ
と
伸
び
て
お
り
、
特
に

正
社
員
の
希
望
者
の
伸
び
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
（
図
４
）

図 4　副業希望者比率（追加就業希望者比率）
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に
対
し
、
１
０
０
０
人
～
１
万
人
未
満
の
企
業

で
59
・
２
％
、
１
万
人
以
上
の
企
業
で
54
・
５
％

（
図
４
）
と
、
大
企
業
の
ほ
う
が
副
業
を
全
面

禁
止
す
る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
設
立
年
数
別

で
は
、
古
い
老
舗
企
業
の
ほ
う
が
全
面
禁
止
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
（
図
５
）

半
分
の
企
業
が
過
去
3
年
以
内
に

容
認
を
開
始

　
次
に
、
副
業
・
兼
業
を
容
認
し
て
い
る
企
業

に
対
し
、
い
つ
か
ら
容
認
し
て
い
る
の
か
時
期

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
１
年
以
内
が

22
・
８
％
、
２
～
３
年
前
か
ら
が
29
・
２
％
と
、

直
近
３
年
以
内
に
容
認
を
開
始
し
た
企
業
が
５

割
を
占
め
て
い
る
。
ロ
ー
ト
製
薬
な
ど
の
大
企

業
が
副
業
を
容
認
し
始
め
た
２
０
１
６
年
や
、

２
０
１
８
年
の
政
府
に
よ
る
副
業
・
兼
業
の
推

進
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
改
定
版
モ
デ
ル

就
業
規
則
の
発
表
と
い
っ
た
動
き
に
合
わ
せ
て
、

容
認
す
る
企
業
が
増
え
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る

（
図
６
）

　
社
員
が
副
業
・
兼
業
を
行
う
際
に
必
要
な
届

出
や
申
請
と
い
っ
た
手
続
き
の
有
無
に
つ
い
て

の
回
答
が
図
７
で
あ
る
。
54
・
６
％
の
企
業
が

「
届
出
、
申
請
な
ど
の
手
続
き
が
あ
る
」、
残
り

の
45
・
４
％
の
企
業
が
「
決
め
ら
れ
て
い
る
手

続
き
は
な
い
」
と
回
答
。
約
半
数
の
企
業
で
は
、

社
員
が
副
業
・
兼
業
を
し
た
い
と
思
え
ば
、
特

　
副
業
・
兼
業
容
認
状
況
を
業
種
別
に
見
て
み

る
と
（
図
３
）、
全
面
的
に
容
認
し
て
い
る
企

業
が
多
い
業
種
に
は
、
情
報
通
信
業
（
18
・

４
％
）、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
（
18
・

２
％
）、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業

（
16
・
７
％
）、
金
融
業
、
保
険
業
（
16
・
３
％
）

が
挙
が
っ
て
い
る
。
割
合
と
し
て
は
２
割
弱
と

ま
だ
少
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
業
種
は
副
業
・
兼

業
と
親
和
性
が
高
い
と
い
え
そ
う
だ
。
一
方
、

全
面
禁
止
の
割
合
が
高
い
の
は
運
輸
業
、
郵
便

業（
62
・
１
％
）、卸
売
業
、小
売
業（
58
・
０
％
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
業
務
内
容
は
リ
モ
ー
ト
で

仕
事
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
上
に
、
長
時
間
労

働
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
副
業
・

兼
業
容
認
の
検
討
よ
り
も
労
働
時
間
や
環
境
の

改
善
が
喫
緊
の
課
題
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

大
企
業
や
老
舗
ほ
ど
全
面
禁
止
が
多
い

　
企
業
規
模
別
に
見
る
と
、
１
０
０
０
人
未
満

の
企
業
で
は
全
面
禁
止
が
５
割
以
下
で
あ
る
の

副業・兼業の容認状況

図 3 　業種別（%）
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図 4 　企業規模別（%）
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12.2
11.1

10.0

9.1
9.0

15.8
12.5
15.7

27.7

43.9
30.3
33.3
32.5

50.0
38.6

24.8

32.4
42.9

32.0

40.9
39.1

68.4
50.0

36.4
41.0

37.8
51.5
50.0
51.3

36.1
48.1

62.1

55.4
46.0

58.0

50.0
51.9

15.8
37.5

47.9
31.3

43.1
43.4

49.6
50.0
46.1

59.2

16.6
15.8

11.1
15.8

13.5
11.1
15.0

40.3
40.7

39.3
34.2
40.4

29.7
30.5 54.5

10年未満（n=160)

10年以上20年未満（n=282)

20年以上30年未満（n=298)

30年以上40年未満（n=234)

40年以上50年未満（n=153)

50年以上（n=514)

全面容認 条件付き容認 全面禁止

全面容認 条件付き容認 全面禁止

全面容認 条件付き容認 全面禁止

「
全
面
的
に
禁
止
」
が
増
加

図 5 　設立年数別（%）
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ス
キ
ル
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
か
す
プ
ロ
ボ
ノ

の
よ
う
な
収
入
の
発
生
し
な
い
活
動
も
本
業
以

外
の
活
動
を
持
つ
と
い
う
広
い
意
味
で「
副
業
・

兼
業
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

本
誌
で
は
こ
う
し
た
広
義
の
副
業・兼
業
を
扱
っ

て
い
く
が
、
調
査
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
無
償
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
等
は
含
め
ず
、
本
業

以
外
に
収
入
が
発
生
す
る
仕
事
に
従
事
す
る
こ

と
を
「
副
業
・
兼
業
」
と
規
定
し
実
施
し
た
。

ま
た
「
副
業
・
兼
業
」
を
行
っ
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
「
副
業
者
」
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ

で
は
、
ま
ず
企
業
側
の
実
態
か
ら
調
査
結
果
を

見
て
い
こ
う
。

13・９
％
が
全
面
的
に
容
認

現
在
禁
止
の
企
業
の
7
割
は

今
後
も
禁
止
の
意
向

　
図
１
は
、
人
事
担
当
者
１
６
４
１
人
に
対
し

て
副
業
・
兼
業
の
容
認
状
況
に
つ
い
て
聞
い
た

結
果
で
あ
る
。「
全
面
的
に
認
め
て
い
る
（
全

面
容
認
）」
は
13
・
９
％
、「
企
業
が
設
定
し
た

条
件
を
ク
リ
ア
し
た
場
合
に
認
め
て
い
る
（
条

件
付
き
容
認
）」
は
36
・
１
％
で
、
両
方
を
合

わ
せ
る
と
容
認
企
業
は
５
割
に
達
す
る
。
残
り

の
５
割
は
全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る
。
ま
た
、

全
面
禁
止
企
業
に
将
来
的
な
意
向
を
尋
ね
る

と
、
70
・
９
％
が
今
後
も
全
面
的
に
禁
止
し
て

い
く
意
向
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
２
）

調
査
事
業
研
究
会
提
言
」
に
、
副
業
・
兼
業
と

は
「
一
般
的
に
、
収
入
を
得
る
た
め
に
携
わ
る

本
業
以
外
の
仕
事
を
指
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、

一
般
的
に
は
本
業
以
外
に
収
入
を
得
る
仕
事
全

般
を
指
し
、
具
体
的
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
や
株
式

投
資
等
か
ら
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
出
品

販
売
ま
で
幅
広
い
。
最
近
で
は
、
仕
事
で
得
た

　
調
査
結
果
に
つ
い
て
言
及
す
る
前
に
、「
副

業
・
兼
業
の
定
義
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き

た
い
。
こ
こ
ま
で
一
括
り
に
「
副
業
・
兼
業
」

を
語
っ
て
き
た
が
、
実
は
そ
の
定
義
や
範
囲
は

曖
昧
で
、
法
的
に
も
明
確
な
定
義
は
な
い
。
中

央
企
業
庁
が
２
０
１
７
年
に
発
表
し
た「
兼
業
・

副
業
を
通
じ
た
創
業
・
新
事
業
創
出
に
関
す
る

   
調
査
結
果〈
企
業
〉

副
業
・兼
業
の
容
認
に
関
す
る
実
態

調査名
副業・兼業の意識・実態調査　2018

調査目的
副業・兼業に対する企業と個人の本音と実態を把握する。また、
企業が副業・兼業を解禁するべきかの判断材料になる情報や、
副業・兼業のメリットを享受したい企業がとるべきアクション
を明らかにする。

調査対象
【企業対象調査】

■ スクリーニング対象者
　勤務先企業規模従業員10人以上　20-69歳　
　性別不問　人事担当者　人事担当者 n=1,641
■ 本調査対象者
　①副業・兼業容認企業（推進はしていないが、希望があれ

ば条件付きで容認している企業を含む）n=300
　②副業・兼業禁止企業（全面的に禁止している企業）
　　n=700

【個人対象調査】
■ スクリーニング対象者
　勤務先企業規模従業員10人以上　
　正社員20-59歳男女 n=13,958
　 ※正社員性年代別構成比に合わせウェイトバック集計実施

■ 本調査対象者　
　①副業者（過去3年以内に副業・兼業経験あり）n=1,082
　②副業意向者（現在副業・兼業をしていない）n=1,238
　③非副業意向者（現在副業・兼業をしていない）n=1,249

調査時期
2018年10月26日-30日

調査方法
インターネット調査

調査概要

図 1　副業・兼業の容認実態（%）（n=1,641）図 2　現在禁止企業の今後の意向（%）（n=821）

全面的に認めている
（全面容認）

奨励、推進していく予定

全面的に
禁止している
（全面禁止）

企業が設定した
条件をクリアした
場合に認めている
（条件付き容認）

13.9

2.3

36.1

26.8
50.0

70.9
今後も、全面的に
禁止していく予定

奨励、推進は
しないが
希望すれば
認めていく予定
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優秀な人材の確保（採用活動）
優秀な人材の定着（離職率の低下）
社員のモチベーションの向上

社員のスキル向上
社員の視野拡大・自主性向上
社員の生産性の向上
社員の収入補填

社員の社外での人脈拡大
新規事業の創発（イノベーションの拡大）

働き方改革の促進
転職や再就職の支援
企業イメージの向上

社会貢献

人材確保・定着

効果実感あり 効果実感なし

社員に
関わるメリット

イノベーション

その他
49.1
47.8

52.2
59.1

44.7
52.2

63.5
49.7

47.2
49.7
50.3
50.9

45.9 13.8
15.1

11.3
11.9

17.6
13.8

9.4
15.7

14.5
13.8
13.2
14.5

16.4

グ
ラ
フ
の
伸
び
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
な
か
で
も
「
社
員
の
収
入
補
填
」「
働

き
方
改
革
の
促
進
」「
社
員
の
社
外
で
の
人
脈

拡
大
」「
転
職
や
再
就
職
の
支
援
」「
優
秀
な
人

材
の
定
着
」「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
」

の
６
つ
の
項
目
で
50
％
を
超
え
て
い
る
。

副
業
者
に
対
し
支
援
を
行
う
企
業
が

よ
り
強
く
効
果
を
実
感

　
ま
た
、
副
業
・
兼
業
の
容
認
企
業
に
対
し
、

副
業
者
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
フ
ォ
ロ
ー
と

い
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
聞
い

た
質
問
へ
の
回
答
が
図
11
で
あ
る
。
約
４
分
の

１
の
企
業
が
何
ら
か
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

半
数
の
企
業
で
は
特
に
何
も
支
援
は
行
っ
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
図
12
の
通

り
、
副
業
・
兼
業
の
容
認
に
よ
っ
て
効
果
を
感

じ
て
い
る
企
業
の
約
７
割
は
副
業
者
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
効
果
を
感
じ
ら
れ

な
か
っ
た
企
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
約
８
割
が

副
業
者
へ
特
に
支
援
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
企
業
が

副
業
・
兼
業
を
容
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
ら

か
の
効
果
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
単
に
制
度

上
で
副
業
・
兼
業
を
一
方
的
に
容
認
す
る
だ
け

な
く
、
副
業
者
へ
の
支
援
の
あ
り
方
を
工
夫
す

る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　
以
上
の
通
り
調
査
結
果
か
ら
は
、
対
象
企
業

の
約
半
数
で
副
業
・
兼
業
容
認
の
動
き
が
見
ら

れ
、
容
認
企
業
に
お
い
て
は
効
果
が
表
れ
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
副
業
者
に
対
し
て
支
援
を

行
っ
た
場
合
の
ほ
う
が
効
果
を
よ
り
強
く
実
感

で
き
る
こ
と
な
ど
が
見
え
て
き
た
。

　
な
お
今
回
、
調
査
分
析
を
通
し
て
、
副
業
・

兼
業
の
「
容
認
」（
ま
た
は
「
解
禁
」）
と
い
う

言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
状
態
は
、
企
業
間
で

一
律
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ
の

違
い
は
、
副
業
・
兼
業
に
つ
い
て
の
規
定
の
有

無
や
、
承
認
手
続
き
の
有
無
、
承
認
の
厳
格
さ

な
ど
が
企
業
に
よ
っ
て
様
々
で
、
各
企
業
担
当

者
や
個
人
が
勤
め
先
の
現
状
を
基
準
に
「
容
認

（
解
禁
）」
の
状
態
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
な
の

だ
ろ
う
。
ま
た
、
調
査
結
果
の
全
面
容
認
企
業

の
中
に
は
、
社
員
の
副
業
・
兼
業
を
想
定
せ
ず

特
に
規
定
が
な
い
た
め
、
結
果
的
に
全
面
容
認

と
な
っ
て
い
る
例
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
社
会
的
な
機
運
の
高
ま
り
に

よ
っ
て
、
社
員
の
副
業
・
兼
業
実
施
が
今
後
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、
企
業
と
し
て
何
の
検

討
も
用
意
も
せ
ず
容
認
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
状
態
は
、
逆
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
は
ら
む
。

こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
意
識
し
て
か
、
調
査
で
は

約
半
数
の
企
業
が
依
然
と
し
て
全
面
禁
止
、
う

ち
約
７
割
が
今
後
も
禁
止
の
意
向
で
あ
る
こ
と

も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
ペ
ー

ジ
で
は
副
業
・
兼
業
の
リ
ス
ク
と
、
考
え
得
る

対
策
に
つ
い
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

図 10　副業・兼業容認の効果（%）（n=159）

図 12　効果実感度別に見た
　　　 副業者へのフォローの実施状況（%）

図 11　副業者へのフォロー（%）（n=300）

6.1

14.6 79.3

26.0

22.7

51.3
68.1 14.3 17.6

行っている

行っていない

どちらともいえない

行っている どちらともいえない 行っていない

効果実感あり
（n=91）

効果実感なし
（n=82）
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か
。
今
回
の
調
査
で
は
、
想
定
さ
れ
る
効
果
と

し
て
、「
人
材
確
保
・
定
着
」「
社
員
に
関
わ
る

メ
リ
ッ
ト
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
に
関

す
る
項
目
に
つ
い
て
、
副
業
者
（
企
業
が
公
に

把
握
し
て
い
る
人
に
限
る
）
が
５
人
以
上
い
る

企
業
に
効
果
実
感
度
を
聞
い
た
。
そ
の
結
果
を

表
し
た
も
の
が
図
10
で
あ
る
。
左
側
の
オ
レ
ン

ジ
の
グ
ラ
フ
が
各
効
果
に
つ
い
て
実
感
し
て
い

る
割
合
、
反
対
に
右
側
の
グ
レ
ー
の
グ
ラ
フ
が

効
果
を
実
感
し
な
か
っ
た
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
項
目
に
お
い
て
も
半
数
前
後
が
効
果

を
実
感
し
た
と
回
答
し
て
お
り
、
オ
レ
ン
ジ
の

が
38
・
４
％
と
、
人
事
部
門
の
39
・
７
％
に
迫

る
多
さ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、

副
業
・
兼
業
容
認
の
推
進
は
、社
員
か
ら
の
ニ
ー

ズ
を
受
け
て
人
事
部
門
（
中
小
企
業
で
は
一
部

経
営
陣
）
が
主
導
で
動
い
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。

副
業・兼
業
容
認
に
よ
る

効
果
を
感
じ
てい
る
企
業
は
多
数

　
副
業
・
兼
業
を
容
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

企
業
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
だ
ろ
う

業
で
は
「
人
事
部
門
か
ら
の
発
案
」
が
最
も
多

く
、そ
れ
ぞ
れ
43
・
８
％
、45
・
６
％
と
な
っ
た
。

ま
た
、「
社
員
か
ら
の
要
望
・
希
望
の
増
加
」

が
企
業
規
模
に
関
係
な
く
４
割
を
超
え
て
い
る
。

大
企
業
で
は
労
働
組
合
か
ら
の
働
き
か
け
も
３

割
程
度
あ
っ
た
。

　
社
内
で
副
業
・
兼
業
容
認
の
規
則
導
入
を
誰

が
主
導
し
て
進
め
た
の
か
を
聞
い
た
質
問
（
図

９
）
で
は
、
総
務
・
労
務
を
含
む
人
事
部
門
が

全
体
で
45
・
９
％
と
最
も
多
く
、
大
企
業
ほ
ど

そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
ま
た
、
従
業
員

１
０
０
人
未
満
の
中
小
企
業
で
は
経
営
陣
主
導

に
企
業
へ
の
申
し
出
は
必
要
な
く
自
由
に
実
施

で
き
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

企
業
規
模
に
関
係
な
く

「
きっか
け
は
社
員
の
要
望
」が
４
割
超

　
容
認
企
業
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
副
業
・
兼

業
容
認
を
進
め
る
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
副
業
・
兼
業
容
認
の
き
っ
か
け
を
複

数
回
答
で
聞
い
た
結
果
が
図
８
で
あ
る
。
企
業

規
模
別
に
見
る
と
、
従
業
員
１
０
０
人
～

１
０
０
０
人
未
満
、
１
０
０
０
人
以
上
の
大
企

図 6　副業・兼業の容認開始時期（%）（n=219）

45.4
54.6

決められている
手続きはない

届出、申請などの
手続きがある

22.8

29.222.8

10.0
15.1

ここ１年以内

2～３年前4～6年前

7～9年前

10年以上前

ここ3年以内に
容認開始

52%

※「分からない」回答除く

図7　副業・兼業の手続き（届出、申請など）の有無（%）
（n=753）

45.4
54.6

決められている
手続きはない

届出、申請などの
手続きがある

22.8

29.222.8

10.0
15.1

ここ１年以内

2～３年前4～6年前

7～9年前

10年以上前

ここ3年以内に
容認開始

52%

※「分からない」回答除く

従業員
100人未満

従業員
100人～1，000人未満

従業員
1，000人以上

25.7

43.8 45.6

人事部門からの
発案

41.9 42.7 42.1

社員からの
要望・希望の増加

14.6

28.1

2.7

労働組合からの
要望・希望

27.0 27.1
29.8

経営トップの
号令

図８　副業容認のきっかけ（%）（n=227）

※「分からない」回答除く

経営陣 役員陣 人事総務労務部 現場（ライン）管理職
一般従業員 特設のチーム・委員会

25.1 45.9

6.1

5.5

7.4

11.0

7.1 6.1
5.1

2.2

13.4

38.4 39.7

5.5

19.4 40.821.4

全体

従業員100人未満
（n=73)

従業員100人～
1,000人未満（n=98)

5.0

18.3 61.7従業員1,000人以上
（n=60)

10.0 5.0

図 9　副業・兼業の規則導入を主導した人（%）

※「分からない」回答除く
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　法的リスクを考える上で、本業と副業・兼業のいずれ
においても、使用者に雇用される「労働者」である場合は、
特に注意が必要だ。例えば、労働時間の把握等に関しては、
労働時間通算の規定が適用され、自社における労働時間
のみではなく副業・兼業先での労働時間についても適正
に把握する責務を有しているとされている。具体的には、
労働基準法は、第38条１項で「労働時間は、事業場を異
にする場合においても労働時間に関する規定の適用につ
いては通算する」とし、ここでいう「事業場を異にする」
とは「事業主が異なる場合」も含まれると解されている（※1）

のである。
　ただし、ある従業員がA社とB社の２社で雇用されてい
て、それぞれの企業における労働時間は規定内だが、通
算すると残業が発生するような場合、どちらの事業者が
残業代を支払うべきなのかについて、行政から『「副業・
兼業に関するガイドライン」Ｑ＆Ａ』にて考え方(*)は示
されているが、周知が充分とは言い難いほか、多くの事
業主との認識とも合致せず、トラブルになりかねない。

また、2019年４月施行の改正労働基準法では時間外労働
の上限規制が罰則付きで法律に規定されるほか、新たに
時間外労働と休日労働の合計時間に制限（月100時間以内、
2～6カ月平均80時間以内）が設けられるが、ここでいう「時
間外労働」の算定等においても、上記の通算規定が適用
されるため、他社での労働時間と通算した時間が限度時
間に収まることが求められているのである（※2）。さらに、
もし過重労働が原因で過労死・過労自殺等に陥り訴訟等
になった場合、本業側の企業は「副業・兼業先での労働
時間は知らなかった」では通らない。安全配慮義務違反
と判断され、賠償が認められる可能性がある。働き方改
革関係法により改正された旧雇用対策法（※3）では、第６
条で、事業主の責務として、労働時間の短縮や労働条件
の改善といった環境整備を事業主に求めている。このよ
うに企業に対する労働時間削減および過労死防止の責務
は重くなる一方で、労働時間の増加を伴う副業・兼業を
推進することは決して容易なことではないといえよう。

※１　昭和23年５月14日　基発第769号
※２　平成30年９月７日　基発0907第１号
※３　2018年７月６日に雇用対策法は「労働政策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律」と改正
＊参考：「副業・兼業に関するガイドライン」Q&Aより一部抜粋 
● 一般的には、通算により法定労働時間を超えることとなる所定労働時間を定めた労働契約を時間的に後から締結した使用者が、契約の締結に当たって、当該労働者が他の事業場で

労働していることを確認した上で契約を締結すべきことから、労働基準法上の義務を負う。
● 通算した所定労働時間が既に法定労働時間に達していることを知りながら労働時間を延長するときは、先に契約を結んでいた使用者も含め、延長させた各使用者が同法上の義務を負う。

表 1　実際に発生した副業・兼業をめぐる裁判例 出所：厚生労働省「副業・兼業の促進に関するガイドライン」パンフレット

■ 働く個人側が勝訴したケース　
副業・兼業に対する解雇等、企業の処罰に対する個人側の訴えが
認められたもの

１．マンナ運輸事件（京都地判 平成24年７月13日）

運送会社が、準社員からのアルバイト許可申請を４度にわたって不許可
にしたことについて、後２回については不許可の理由はなく、不法行為
に基づく損害賠償請求が一部認容（慰謝料のみ）された事案。

２．東京都私立大学教授事件（東京地判 平成20年12月５日）

教授が無許可で語学学校講師等の業務に従事し、講義を休講したこと
を理由として行われた懲戒解雇について、副業は夜間や休日に行われ
ており、本業への支障は認められず、解雇無効とした事案。

■ 企業側が勝訴したケース
副業・兼業に対する解雇等、企業の処罰に対する個人側の訴えが
退けられたもの

１．小川建設事件（東京地決 昭和57年11月19日）

毎日６時間にわたるキャバレーでの無断就労を理由とする解雇について、
兼業は深夜に及ぶものであって余暇利用のアルバイトの域を超えるも
のであり、社会通念上、会社への労務の誠実な提供に何らかの支障を
来す蓋然性が高いことから、解雇有効とした事案。

２．橋元運輸事件（名古屋地判 昭和47年４月28日）

会社の管理職にある従業員が、直接経営には関与していないものの競
業他社の取締役に就任したことは、懲戒解雇事由に該当するため、解
雇有効とした事案。

　営業秘密漏洩も大きな懸念のひとつだ。自社からの情
報漏洩は多くの企業が懸念するところだが、実はその逆
も危険が大きい。なぜなら従業員が副業・兼業先で得た
情報や、副業・兼業で働きに来た者が持ち込んだ情報が、
副業・兼業先の企業あるいは本業企業において営業秘密
として管理されていた秘密情報か否かは、一見しただけ

では分からないことが多いからだ。余程のことでなけれ
ば営業秘密侵害罪として刑事罰を受ける可能性は高くは
ないであろうが、民事上は、場合によっては本業企業、
あるいは副業・兼業先の企業から損害賠償請求を受ける
可能性があり、充分に注意する必要がある。

営業秘密漏洩のリスク

労働時間管理など、企業の責任範囲の問題
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図 1　副業・兼業を禁止する理由（%）（全面禁止企業 n=300）
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24.2
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ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
流
出
に
繋
が
る
か
ら

風
評
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら

競
業
と
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら

従
業
員
間
の
公
平
性
を
確
保
で
き
な
い
か
ら

周
り
の
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
に
繋
が
る
か
ら

自
社
へ
の
忠
誠
心
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
か
ら

従
業
員
間
の
業
務
量
の
調
整
が
困
難
だ
か
ら

人
材
の
流
出
に
繋
が
る
か
ら

労
務
管
理
等
の
事
務
管
理
が
煩
雑
に
な
る
か
ら

情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら

疲
労
に
よ
る
業
務
効
率
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
か
ら

自
社
の
業
務
に
専
念
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら

従
業
員
の
過
重
労
働
に
繋
が
る
か
ら

（
19
・
6
％
）」
な
ど
も
２
割
前
後
、
懸
念
と
し

て
挙
が
っ
て
い
る
（
図
１
）

　

こ
れ
ら
の
懸
念
事
項
は
、
法
律
面
か
ら
み

て
も
企
業
が
負
う
リ
ス
ク
は
大
き
い
。
副
業
・

兼
業
の
容
認
を
検
討
す
る
上
で
、
こ
う
し
た

リ
ス
ク
を
正
し
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
副
業
・
兼
業
容
認
に
よ
っ
て
特
に

気
を
つ
け
た
い
法
的
リ
ス
ク
と
対
策
に
つ
い
て
、

以
下
に
ま
と
め
る
。

リ
ス
ク
を
ふ
ま
え
企
業
は
ど
の
よ
う
に

副
業・兼
業
と
向
き
合
う
べき
か

　
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
に
は
、
や
は
り
企
業
と

し
て
法
的
リ
ス
ク
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
た

上
で
、
必
要
な
管
理
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。

副
業
・
兼
業
を
容
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
容
認

の
あ
り
方
を
工
夫
す
る
こ
と
も
一
考
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
企
業
側
で

通
算
の
労
働
時
間
を
把
握
し
、
過
重
労
働
に

な
っ
て
い
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、

従
業
員
か
ら
副
業
・
兼
業
と
し
て
労
働
を
し
た

時
間
を
明
確
に
申
告
し
て
も
ら
う
、
週
何
時
間

ま
で
の
副
業
・
兼
業
で
あ
れ
ば
容
認
す
る
と
い
っ

た
条
件
を
設
け
る
な
ど
の
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
自
己
申
告
は
正
確
性
に
問
題
が
残
る

が
、
現
状
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
工
夫
と
し

て
ま
ず
取
り
入
れ
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
ろ
「
従
業
員
の
過
重
労
働
に
繋
が
る
か
ら
」

が
49
・
２
％
で
ト
ッ
プ
、
２
位
に
「
自
社
の
業

務
に
専
念
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら（
47
・
0
％
）」

3
位
に
「
疲
労
に
よ
る
業
務
効
率
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
か
ら（
43
・
6
％
）」
と
続
き
、
副
業
・

兼
業
分
の
労
働
時
間
増
加
に
伴
う
過
重
労
働

や
、
本
業
に
専
念
で
き
な
く
な
る
こ
と
へ
の
懸

念
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
上
位
３
つ

ほ
ど
割
合
は
高
く
な
い
も
の
の
、「
情
報
漏
洩

の
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら
（
24
・
2
％
）」
や
「
労

務
管
理
等
の
事
務
管
理
が
煩
雑
に
な
る
か
ら

過
重
労
働
や
情
報
取
扱
いに
は

注
意
が
必
要

　
副
業
・
兼
業
容
認
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

て
い
る
企
業
が
あ
る
一
方
で
、
副
業
・
兼
業
容

認
に
二
の
足
を
踏
む
企
業
が
依
然
と
し
て
多
い
。

９
ペ
ー
ジ
最
後
に
も
指
摘
し
た
通
り
、
今
回
の

調
査
対
象
企
業
の
う
ち
半
数
は
現
在
全
面
禁
止

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
７
割
は
今
後
の
方
針
も

全
面
禁
止
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
に
、

全
面
禁
止
の
方
針
を
続
け
る
理
由
を
聞
い
た
と

従業員の副業・兼業に潜む
法的リスク

〜法律をふまえ、より戦略的な取り組みに繋げる〜

※上位３位についての回答を集計
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case
study

01

※お二人から伺った話を編集部でまとめて一問一答にしました。

2017年12月1日より、イノベーション創出を目的に、副業・兼業を解禁したコニカミノルタ
株式会社。他社に先駆けた副業・兼業解禁の動きにはどのような意図があり、解禁後１年
が経った現在、どのような成果が見えているのか。同社における副業・兼業の実態や効果
について聞いた。

副業・兼業解禁で
社員の知見拡大と成長を促し
新たなイノベーション創出の土壌をつくる

工藤 司 氏　臼井 強 氏

コニカミノルタ株式会社

イ
ノベー
ション
創
出
の
た
め
の

副
業・兼
業
解
禁
宣
言

Q 

ま
ず
は
、
副
業
・
兼
業
を
解
禁
し
た
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
社
で
は
、
２
０
１
７
年
４
月
に
新
た
な
中

期
経
営
計
画
に
て
、
顧
客
の
業
容
転
換
（
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
ム
）
を
支
援
し
、
そ
の
先
に
あ
る

ビ
ジ
ネ
ス
や
人
間
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
た
ら
す
新
た
な
価
値
を
創
出
し
て
い
く
「
課

題
提
起
型
デ
ジ
タ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
目
指
す

こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
の
実
現
に
は
、
柔

軟
な
発
想
と
行
動
力
を
備
え
た
人
材
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
人
材
を
育
成
し
、
充

分
な
力
を
発
揮
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
や
働
き
方
改
革
な
ど

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
副
業
・
兼
業
解

禁
も
、そ
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
社
の
副
業
・
兼
業
解
禁
は
「
ま
ず
は
や
っ

て
み
よ
う
」
と
宣
言
し
て
か
ら
制
度
化
に
着
手

し
た
珍
し
い
パ
タ
ー
ン
で
、
メ
デ
ィ
ア
を
は
じ

め
社
会
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
宣
言
当
時

は
副
業
・
兼
業
に
つ
い
て
、
ま
だ
厚
生
労
働
省

か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
な
く
、
他
社
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
し
て
も
、
あ
ま
り
有
益
な
情
報
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
手
探
り
で
の
制
度
づ
く

り
に
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に

大
変
だ
っ
た
の
は
、
会
社
の
ト
ッ
プ
層
の
マ
イ

ン
ド
の
変
革
で
す
。
情
報
漏
洩
や
人
材
流
出

13

過
重
労
働
と
な
り
、

本
業
に
支
障
を
き
た
し
た

0
20.0
40.0
60.0
80.0

過
重
労
働
と
な
り
、

体
調
を
崩
し
た

本
業
の
情
報
を

持
ち
出
し
て
し
ま
っ
た

競
業
に
よ
り
本
業
に

不
利
益
を
出
し
て
し
ま
っ
た

本
業
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た

本
業
の
企
業
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
に
な
る
よ
う
な

問
題
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

当
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

全面禁止 条件付き容認 全面容認

現在副業している 現在非副業、過去経験あり　 副業経験なし

59.7 24.016.2全面容認

20.6 58.620.7条件付き容認

5.5 86.87.6全面禁止

本
業
に
支
障
が
で
て
い
る
と

判
断
さ
れ
た
場
合
、

禁
止
す
る
と
い
う
条
件
付
き

35.7

20.0 16.0 15.0 13.7 13.3 11.0 10.3 10.0
6.3

本
業
の
会
社
の
名
前
を

使
う
仕
事
は
許
可
し
な
い

日
数
制
限
が
あ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
と

認
め
ら
れ
た

仕
事
の
み
許
可
す
る

一
定
の
期
間
ご
と
に

活
動
報
告
を
義
務
付
け
て
い
る

活
動
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は

休
日
の
み

時
間
制
限
が
あ
る

収
入
補
填
の
み
の

目
的
の
場
合
は
許
可
し
な
い

本
業
に
全
く
関
係
な
い

仕
事
は
許
可
し
な
い

そ
の
他

し
て
い
る
企
業
で
も
、
隠
れ
て
行
っ
て
い
る
副

業
者
が
５・
５
％
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

隠
れ
副
業
者
は
、
公
然
と
行
う
副
業
者
よ
り
も

一
層
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。
現

行
の
法
律
上
、
従
業
員
の
副
業
・
兼
業
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
業

務
時
間
以
外
の
過
ご
し
方
は
個
人
の
自
由
に
任

さ
れ
て
い
る
の
が
前
提
で
あ
る
中
、
副
業
・
兼

業
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
企
業
側
が
就
業
規
則

で
禁
止
し
て
い
た
と
し
て
も
、
11
ペ
ー
ジ
の
表

１
の
判
例
の
よ
う
に
企
業
側
が
敗
訴
す
る
こ
と

企
業
の
副
業
・
兼
業
に
対
す
る
容
認
範
囲
を「
全

面
容
認
」「
条
件
付
き
容
認
」「
全
面
禁
止
」
の

３
種
類
で
分
け
て
見
て
み
た
と
こ
ろ
、
全
面
容

認
し
て
い
る
企
業
ほ
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
た

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
通
算
の
労
働

時
間
を
聞
い
た
質
問
に
お
い
て
も
、
全
面
容
認

企
業
で
は
平
均
59
・
４
時
間
、
条
件
付
き
容
認

企
業
で
は
平
均
54
・
７
時
間
と
、
全
面
容
認
企

業
の
ほ
う
が
5
時
間
近
く
長
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
図
３
に
あ
る
よ
う
に
、
全
面
禁
止
と

ま
た
、
約
束
し
た
労
働
時
間
を
超
え
な
い
こ
と

や
職
務
専
念
、
秘
密
保
持
と
い
っ
た
内
容
に
つ

い
て
、
誓
約
書
を
締
結
す
る
こ
と
も
有
効
だ
ろ

う
。

　
実
際
に
、
今
回
の
調
査
結
果
で
も
、
条
件
付

き
で
容
認
し
て
い
る
場
合
の
ほ
う
が
デ
メ
リ
ッ

ト
の
発
生
が
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
図
２
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は

今
回
、
副
業
・
兼
業
経
験
の
あ
る
個
人
に
対
し

て
「
副
業
・
兼
業
を
始
め
て
実
際
に
生
じ
た
デ

メ
リ
ッ
ト
」
を
聞
い
た
結
果
で
あ
る
。
勤
務
先

も
往
々
に
し
て
あ
る
。
一
方
、
９
ペ
ー
ジ
に
も

あ
る
よ
う
に
、
副
業
・
兼
業
の
容
認
に
は
人
材

の
定
着
や
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
事
実
も
調
査
結
果
か

ら
見
え
て
い
る
。
企
業
と
し
て
は
リ
ス
ク
を
恐

れ
て
む
や
み
に
全
面
禁
止
に
す
る
よ
り
も
、
メ

リ
ッ
ト
を
見
据
え
て
労
働
安
全
衛
生
の
観
点
も

含
め
、
戦
略
的
に
容
認
し
て
い
く
こ
と
の
ほ
う

が
賢
い
選
択
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
の
調

査
結
果
で
も
、
副
業
・
兼
業
容
認
企
業
の
う
ち

35
・
７
％
が
「
本
業
に
支
障
が
で
て
い
る
と
判

断
さ
れ
た
場
合
、
禁
止
す
る
と
い
う
条
件
付
き
」

と
し
て
い
た
り
、
20
・
0
％
が
「
本
業
の
会
社

の
名
前
を
使
う
仕
事
は
許
可
し
な
い
」
と
す
る

ほ
か
、
15
％
前
後
の
企
業
で
「
日
数
制
限
が
あ

る
」「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
と
認
め
ら
れ
た

仕
事
の
み
許
可
す
る
」
な
ど
の
ル
ー
ル
を
設
け

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
４
）。
こ
の
よ

う
に
、
副
業
・
兼
業
を
促
進
し
て
い
る
企
業
の

取
り
組
み
に
も
、
や
は
り
戦
略
性
と
い
う
共
通

点
が
見
え
る
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
２
社
の
具

体
例
を
見
て
い
き
た
い
。

安西法律事務所

木村 恵子 弁護士
慶應義塾大学法学部法律学
科卒業、伊藤忠商事株式会社、
シティバンク、エヌ・エイでの勤
務を経て平成12年11月司法試
験合格、平成14年10月 弁護士
登録（第一東京弁護士会）安
西・外井法律事務所入所（現 
安西法律事務所）。

法律監修

図 3　企業の副業・兼業容認レベル別に見た
 副業者の割合（%）（個人 n=8,466）

図 4　副業・兼業を容認する企業が設けている 
 主なルール（%）（容認企業 n=300）

図 2　企業の副業・兼業容認レベル別に見た
 副業者のデメリット発生の割合（%）（副業者 n=673）

※「分からない」回答除く
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人事部長

工藤 司 氏
2017年、コニカミノル
タ人事部長に就任し、
様々な働き方の改革
を推進。

人事部 企画労政グ
ループリーダー（部長）
兼 ダイバーシティ推
進室

臼井 強 氏
人事部の企画労政グ
ループリーダー（部長）
と、ダイバーシティ推
進室を担当。

業
先
、
労
働
時
間
、
情
報
漏
洩
や
健
康
管
理
な

ど
に
関
す
る
誓
約
の
ほ
か
「
副
業
・
兼
業
を
行

う
こ
と
で
何
を
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
に
リ
タ
ー
ン

で
き
る
の
か
」を
提
示
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
っ

た
く
説
明
の
つ
か
な
い
内
容
で
あ
れ
ば
、
承
認

さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
通

ら
な
か
っ
た
の
は
会
社
と
事
業
内
容
が
か
ぶ
っ

た
競
業
理
由
の
１
件
だ
け
で
す
。

　
解
禁
し
て
１
年
、こ
れ
ま
で
約
30
名
が
副
業
・

兼
業
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
も
月
に
２
～
３
件

の
ペ
ー
ス
で
申
請
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

申
請
者
は
20
代
か
ら
60
歳
以
上
ま
で
幅
広
く
、

自
分
を
成
長
さ
せ
た
い
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

に
活
か
し
た
い
、
こ
れ
ま
で
得
た
知
見
を
次
の

世
代
に
伝
え
た
い
な
ど
、
個
人
に
よ
っ
て
目
的

は
様
々
で
す
。
ま
た
、
副
業
・
兼
業
の
内
容
も
、

契
約
書
作
成
の
知
識
・
経
験
を
増
や
す
た
め
に

労
務
を
請
け
負
う
、
地
方
再
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
画
す
る
、
企
画
職
の
人
が
現
場
を
知
る

た
め
に
シ
ス
テ
ム
構
築
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行

う
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
副
業
・

兼
業
を
、
自
ら
を
成
長
さ
せ
る
機
会
と
と
ら
え

て
申
請
し
て
い
る
人
が
多
い
で
す
ね
。

副
業・兼
業
解
禁
や
働
き
方
改
革
で

変
化
が
加
速

Q 

ど
の
よ
う
な
効
果
が
出
て
い
ま
す
か

　
当
初
の
目
的
で
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
成
果
が
出
る
に
は
時
間
を
要
す
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
副
業
・
兼
業
を
す
る
社

員
個
人
に
も
副
業
・
兼
業
を
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
目
先
の
リ
タ
ー
ン
は
求
め
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
事
と
し
て
副
業
・
兼
業
の
申
請
数
も

追
っ
て
い
ま
せ
ん
。
人
事
が
申
請
数
の
増
加
を

目
指
す
と
、
無
理
に
進
め
て
目
的
に
沿
わ
な
い

副
業
・
兼
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
始
め
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
た
だ
し
、
副
業
・
兼
業
解
禁
の
影
響
も
あ
り
、

社
員
の
視
点
が
部
外
や
社
外
へ
広
が
っ
て
き
た

こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
土
壌
づ
く

り
と
し
て
目
指
し
て
き
た
「
組
織
の
オ
ー
プ
ン

化
」
は
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
当

社
で
は
社
内
の
部
門
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
補
助
金
が
出
る
の
で
す
が
、

そ
の
補
助
金
を
使
っ
て
社
内
部
門
間
だ
け
で
な

く
、
社
外
の
異
業
種
や
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
例
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
副
業
・
兼
業
に
関
す
る
新
事

業
を
検
討
す
る
社
長
直
下
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
実
際
に
副
業
・
兼
業
を
し
て
い
る
社
員
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
事
業
検
討
に
活
か
し

て
い
ま
す
。

Q 

最
後
に
、
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い

　
今
後
、
希
望
者
が
増
え
れ
ば
、
新
し
い
事
例

に
合
わ
せ
て
制
度
を
整
備
し
直
す
必
要
は
出
て

く
る
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
う
ど
先
日
、
本
業
の
時

間
を
減
ら
し
て
副
業
を
行
い
た
い
と
い
っ
た
申

請
が
初
め
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
雇
用

形
態
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
前

例
の
な
い
対
応
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
た
だ
し
当
社
で
は
、
副
業
・
兼
業
の
最
大
の

目
的
は
、
一
貫
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に

繋
が
る
こ
と
で
す
。
２
０
１
４
年
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
興
す
た
め
の
新
組
織
と
し
て
、
あ
え

て
社
外
の
企
業
や
機
関
な
ど
か
ら
コ
ア
メ
ン
バ
ー

を
集
め
て
組
成
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）」
を
世
界
５
カ
所
に

開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
組
織
開
設
の
意
図
も
、

副
業・兼
業
解
禁
と
同
じ
く「
人
が
混
じ
り
合
い
、

高
め
合
い
、
互
い
に
刺
激
す
る
こ
と
で
新
し
い

も
の
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
い
う

考
え
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
マ
イ
ン
ド
を

全
社
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
命
題
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、今
後
も
副
業・

兼
業
促
進
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

15

等
々
、
解
禁
で
予
想
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、

懸
念
を
示
す
経
営
層
は
多
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
に
繋
げ
る
と
い
う
大
き
な
目
的
を
達
成

す
る
に
は
リ
ス
ク
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
、
し
っ
か
り
と

議
論
し
ま
し
た
。

申
請
の
多
く
は

自
己
の
成
長
を
促
す
も
の

Q 

具
体
的
な
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か

　
基
本
的
に
は
、
当
社
で
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
し
、

そ
れ
以
外
の
時
間
で
の
副
業
・
兼
業
を
認
め
て

い
ま
す
。
当
社
が
副
業
・
兼
業
と
な
る
ケ
ー
ス

は
現
状
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

通
常
、
個
人
が
業
務
外
の
空
い
た
時
間
を

使
っ
て
趣
味
を
深
め
た
り
、個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
た
り
す
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
、
会

社
が
口
出
し
で
き
な
い
範
疇
の
こ
と
で
す
。
副

業
・
兼
業
も
同
じ
位
置
づ
け
と
と
ら
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
あ
く
ま
で
個
人
が
自
律

し
て
活
躍
す
べ
き
」
と
い
う
考
え
の
下
、
副
業
・

兼
業
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
も
、
会
社
が
細

か
く
管
理
を
し
た
り
、
制
限
を
か
け
た
り
す

る
の
で
は
な
く
、
社
員
の
自
己
管
理
に
委
ね

て
い
ま
す
。

　
副
業
・
兼
業
解
禁
と
い
う
と
大
き
な
変
革
の

よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
就
業
規
則
は
変
更
な

く
、「
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が

実
情
で
す
。
変
わ
っ
た
の
は
会
社
か
ら
副
業
・

兼
業
に
関
す
る
お
墨
付
き
が
あ
る
か
な
い
か
と

い
う
、
ス
タ
ン
ス
の
問
題
だ
け
。
し
か
し
、
こ

の
ス
タ
ン
ス
の
変
更
が
案
外
重
要
で
、
特
に
日

本
人
は
会
社
の
お
墨
付
き
が
あ
っ
て
初
め
て
、

副
業
・
兼
業
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
動
き
出
せ

る
人
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
社
で
も
就
業
規
則
で
禁
止
を
し
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
員
は
慣
例
上
、
副
業
・

兼
業
を
し
て
お
ら
ず
、
解
禁
を
謳
っ
た
こ
と
に

よ
り
申
請
が
多
く
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

Q 

実
際
に
社
員
が
副
業
・
兼
業
を
行
う
際
の

ス
テ
ッ
プ
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ま
ず
上
司
に
確
認
し
た
上
で
申
請
書
を
人
事

に
提
出
し
て
も
ら
い
、
内
容
を
確
認
し
て
承
認

し
ま
す
。
申
請
書
に
は
勤
務
形
態
や
副
業
・
兼

お客様・社会の課題解決に貢献

多様な人財が交じり合い、互いを認め、
刺激し合うことで、新しいアイデアが湧き出る組織をつくる

イノベーション創出

健康経営

● 健康第一の企業風土の醸成　● メンタルヘルスケアの推進　● 健康増進活動

イノベーションを引き出す環境整備

働き方の多様性と
組織の壁を越えた交じり合い
● イノベーション創出組織の設置

● 時間と場所を問わない働き方

● 副業 /ジョブリターン・ネットワーキング施策

● Transform Award ・次世代型 R&D

多様な人財の活用・
人財育成
● グローバル人財

● 若手人財

● 女性活用

● 能力伸長に向けた自己啓発支援

ダイバーシティ推進・人財育成
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な
く
、
ま
ず
は
始
め
て
み
て
、
動
き
な
が
ら
柔

軟
に
制
度
等
を
整
え
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

懸
念
潰
し
の
た
め
に
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
、
結
果

後
手
に
な
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
な
い
く

ら
い
な
ら
、
ま
ず
や
っ
て
み
た
ほ
う
が
よ
い
。

こ
う
し
た
仕
事
の
進
め
方
は
当
社
の
そ
も
そ
も

の
社
風
で
も
あ
り
ま
す
。

Q	

社
員
が
副
業
・
兼
業
を
始
め
る
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で
す
か

　
副
業
・
兼
業
を
希
望
す
る
社
員
は
、
ま
ず
人

事
と
面
談
を
し
希
望
の
理
由
や
目
的
を
確
認
、

そ
の
上
で
、
上
司
に
も
相
談
す
る
よ
う
に
促
し

ま
す
。
上
司
は
立
場
上
、
ど
う
し
て
も
「
部
下

に
副
業
・
兼
業
を
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
必
要
に
応
じ
て

人
事
が
間
に
入
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Q	

人
事
と
社
員
の
面
談
で
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
を
話
す
の
で
し
ょ
う
か

　

副
業
・
兼
業
の
目
的
や
、
社
外
で
得
た
学

び
を
本
業
に
ど
う
活
か
す
の
か
を
じ
っ
く
り

話
し
合
い
ま
す
。
面
談
で
の
人
事
の
役
割
は
、

社
員
の
ニ
ー
ズ
を
正
し
く
理
解
し
、
目
的
を

明
確
に
し
て
、
本
人
に
も
腹
落
ち
し
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。
相
談
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、

個
人
の
希
望
優
先
で
、
本
業
で
ど
う
活
か
す

か
の
視
点
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

本
業
で
悩
ん
で
い
る
場
合
に
、
兼
業
す
る
こ

と
に
逃
げ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
の

場
合
は
異
動
な
ど
本
業
で
解
決
し
た
方
が
本

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
や

る
か
ら
に
は
、
本
人
に
も
会
社
に
も
プ
ラ
ス

に
な
る
経
験
を
し
て
ほ
し
い
の
で
、
事
前
確

認
を
徹
底
す
る
わ
け
で
す
。
面
談
後
は
、
申

請
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
副
業
・
兼
業
先

の
会
社
や
団
体
が
競
合
や
法
的
問
題
が
な
い

か
と
い
っ
た
法
務
部
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、

そ
し
て
、
本
人
に
秘
密
保
持
な
ど
に
つ
い
て

の
覚
書
に
捺
印
を
し
て
も
ら
っ
た
上
で
所
属

部
署
の
上
司
に
も
共
有
し
、
承
認
し
ま
す
。

副
業・兼
業
社
員への
ミッション
設
計
で
、

限
ら
れ
た
時
間
で
の
最
大
効
率
化
を

実
現
さ
せ
る

Q	

実
際
に
副
業
・
兼
業
を
し
て
い
る
社
員
は
、

ど
の
よ
う
な
勤
務
体
系
な
の
で
し
ょ
う
か

　

２
パ
タ
ー
ン
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
当
社

に
週
５
日
フ
ル
タ
イ
ム
で
出
勤
し
つ
つ
、
終

業
後
や
休
日
に
副
業
・
兼
業
す
る
パ
タ
ー
ン

Ａ
と
、
当
社
に
週
５
日
未
満
で
出
勤
し
、
残

り
の
日
で
副
業
・
兼
業
を
す
る
パ
タ
ー
ン
Ｂ

で
す
。
前
者
は
20
名
ほ
ど
、
後
者
は
３
名
ほ

ど
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
勤
怠
管
理
の
方
法

は
今
後
も
っ
と
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
本
業
に
支
障
が
出
た
り
、
働
き
す
ぎ

て
し
ま
っ
た
り
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
生
じ

て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
パ
タ
ー
ン
Ｂ
に
は
、

自
分
の
会
社
を
経
営
し
な
が
ら
当
社
の
役
員

を
務
め
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
含
ま
れ
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
人
材
に
副
業
・
兼
業
し
な
が
ら

本
業
で
活
躍
し
て
も
ら
う
に
は
、社
内
で
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
設
計
が
重
要
で
す
。
時
間
が
限
ら
れ

る
中
で
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
出
し

て
も
ら
う
た
め
に
、「
求
め
る
こ
と
」
と
「
求

め
な
い
こ
と
」
を
明
確
に
し
て
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
フ
ィ
ー
の
設
計
を
し
ま
す
。
そ
の
際
、

本
人
の
強
み
に
立
脚
し
て
設
計
す
る
こ
と
が
、

最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q	

副
業
・
兼
業
を
行
う
社
員
の
評
価
は
ど
の

よ
う
に
な
さ
っ
て
い
ま
す
か

　
そ
も
そ
も
時
間
で
は
な
く
成
果
で
評
価
し
て

い
る
た
め
、
フ
ィ
ー
の
決
め
方
は
個
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
週
４
勤
務
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

無
条
件
に
給
与
が
80
％
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
チ
ー
ム
も
成
果
を
出
せ
て
い
る
か
ど
う
か
。

副業・兼業承認までの流れ

本
人
が
副
業
・
兼
業
を
希
望
す
る

副
業
・
兼
業
ス
タ
ー
ト

法
務
部
の
チェッ
ク

本
人
に
よ
る
申
請
書
の
入
力

上
司への
共
有

人
事
部
と
の

申
請
前
面
談

OKの
場合

本
人
希
望
が
あ
れ

ば
再
面
談
の
設
定

NGの
場合
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case
study

02

優
秀
な
人
材
を
見
い
出
し
、育
む

副
業・兼
業
解
禁
の
経
緯
と
そ
の
手
段
と
は

Q	

ま
ず
は
、
副
業
・
兼
業
を
解
禁
し
た
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ひ
と
つ
は
、
会
社
が
急
成
長
す
る
中
、
優
秀

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。
働
き
方
が
多

様
化
し
て
い
る
今
、
副
業
・
兼
業
禁
止
は
、
も

は
や
採
用
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
採
用
面
接
の
際
に
、
応
募
者
か
ら
副
業
・

兼
業
の
可
否
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
社
員
の
成
長
支
援

で
す
。
当
社
の
副
業
・
兼
業
は
「
所
得
の
補
填

で
は
な
く
、
本
業
に
も
良
い
影
響
が
あ
り
、
ス

キ
ル
成
長
に
繋
が
る
も
の
」
に
限
っ
て
許
可
し

て
い
ま
す
。
内
容
を
精
査
し
つ
つ
、
副
業
・
兼

業
を
許
可
す
る
こ
と
は
、
個
人
の
み
な
ら
ず
、

会
社
の
成
長
に
繋
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
当
社

で
は
、
も
と
も
と
社
長
や
役
員
が
様
々
な
副
業

経
験
が
あ
り
、
経
営
陣
に
も
一
定
の
理
解
が
あ

り
ま
し
た
。

Q	

具
体
的
な
制
度
を
作
る
上
で
、
心
掛
け
て

い
た
こ
と
は
何
で
す
か

　
「
小
さ
く
実
験
し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

て
い
く
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
初
の
取
り
組

み
は
、
や
は
り
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
副
業
・
兼
業
に
つ
い
て
の
す

べ
て
の
懸
念
を
潰
し
て
か
ら
許
可
す
る
の
で
は

目的は、副業・兼業を支援することではなく
“会社と社員の成長を支援すること”

井原 邦博 氏

オイシックス・ラ・大地株式会社

2014年から副業・兼業を解禁しているオイシックス・ラ・大地株式会社（2014年時点はオイシッ
クス株式会社）。副業・兼業は本業にプラスとなる内容のみを許可し、申請時のみならず、
その後の状況についても面談でフォローするといった細やかな運用を行っている。同社の具
体的な運用状況や効果について聞いた。
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男性 20代

男性 30代

男性 40代

男性 50代

25.855.2 19.0

30.643.9 25.5

33.536.3 30.2

43.527.6 28.9

女性 20代

女性 30代

女性 40代

女性 50代

副業・兼業の意向あり どちらともいえない 副業・兼業の意向なし

24.659.1 16.3

28.749.1 22.2

31.341.6 27.1

39.932.1 28.0

業
の
実
施
日
は
半
数
以
上
が
本
業
の
休
日
で
あ

り
、
副
業
・
兼
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
月
収
は

平
均
6
・
82
万
円
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

副
業
・
兼
業
の
雇
用
形
態
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
・

パ
ー
ト
が
36
・
０
％
で
最
も
多
い
一
方
で
、
正

社
員
も
15
・
１
％
存
在
し
て
い
る
。

　
今
後
の
副
業
・
兼
業
意
向
に
つ
い
て
は
、
現

在
副
業
・
兼
業
を
行
っ
て
い
な
い
非
副
業
者
の

う
ち
41
・
０
％
が
「
意
向
あ
り
」
と
答
え
て
い

る
（
図
２
）。
性
年
代
別
に
見
る
と
、
全
世
代

に
お
い
て
男
性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
意
向
が

高
く
、
男
女
と
も
に
若
年
ほ
ど
意
向
が
高
く

な
っ
て
い
る
（
図
３
）。
本
業
の
職
種
別
で
見

る
と
「
医
療
・
福
祉
・
教
育
関
連
」
が
44
・
７
％

と
最
も
高
く
、次
い
で「
営
業
職
」「
事
務
・
サ
ー

ビ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
職
」「
Ｉ
Ｔ
技
術
・
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
職
」
と
な
っ
た
（
図
４
）。

し
て
い
る
人
は
約
1
割
で
、
過
去
に
経
験
が
あ

る
人
を
含
め
て
も
2
割
に
と
ど
ま
っ
た
（
図
１
）

ま
た
、
表
１
に
あ
る
通
り
、
副
業
・
兼
業
の
労

働
時
間
は
平
均
で
週
に
10
・
32
時
間
、
本
業
と

合
わ
せ
た
総
労
働
時
間
は
54
・
81
時
間
と
な
り
、

副
業
・
兼
業
経
験
の
な
い
非
副
業
者
の
44
・
18

時
間
に
対
し
て
大
き
く
上
回
っ
た
。
副
業
・
兼

　
こ
こ
ま
で
企
業
に
お
け
る
副
業
・
兼
業
容
認

の
動
向
を
中
心
に
見
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
転

じ
て
個
人
の
状
況
を
見
て
い
こ
う
。
今
回
、
個

人
向
け
調
査
の
対
象
者
を
絞
り
込
む
た
め
に
事

前
に
行
っ
た
正
社
員
１
万
３
９
５
８
人
へ
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
で
、
副
業
・
兼
業
経
験
の

有
無
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
現
在
副
業
・
兼
業
を

   

調
査
結
果〈
働
く
個
人
〉

副
業
・
兼
業
の
実
施
状
況

※調査概要は６ページ参照

副業・兼業の労働時間
■ 平均9.5日／月、平均10.32時間／週
■ 総労働時間 54.81時間／月

【参考】非副業者の平均総労働時間 44.18時間／月

副業・兼業の実施日
■ 本業の休日 56.0%　
※「本業の仕事が休みの日のみ」「本業の仕事が休みの日

にすることが多い」の合算

副業・兼業で得る収入
平均月収 6.82万円、平均時給 1,652円

副業・兼業の主な雇用形態
■ アルバイト・ パート 36.0%、
■ フリーランス・個人事業主 29.4％
■ 正社員 15.1%

表１　個人の副業・兼業実態状況（n=1,082）

図 1　個人の副業・兼業 実施割合（%）
（n=13,958）

図 3　〈男女別・年代別〉非副業者の今後の副業・兼業意向（%）（n=12,437）

9.9
10.9

79.2

過去に副業・
兼業の
経験あり

現在副業・兼業を
している

副業・兼業経験なし

25.8

41.0
33.1

現在非
副業者

副業・兼業の
意向なし

副業・
兼業の
意向あり

どちらともいえない

図 2　〈全体〉 非副業者の今後の
 副業・兼業意向（%）（n=12,437）
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人材企画本部　副本部長
人材企画室　室長

井原 邦博 氏
３年間EC事業部にて従事
したのち、人材企画本部副
本部長 兼 人材企画室室
長に就任。採用・教育・制度
全般の統括を担当。

「
様
々
な
経
験
を
通
し
て
ス
キ
ル
を
磨
き
た
い
」

と
い
う
社
員
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
つ
つ
、
そ

れ
を
社
内
外
で
ま
か
な
え
れ
ば
、
お
互
い
の
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
く
な
る
。
副
業
・
兼
業
が
注
目

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
員
に
副
業
・
兼
業
を

さ
せ
る
こ
と
が
目
的
化
し
が
ち
で
す
が
、
副
業
・

兼
業
は
社
員
と
会
社
を
成
長
さ
せ
て
い
く
た
め

の
「
手
段
」
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
忘
れ
ず

に
運
用
す
る
こ
と
が
、
副
業
・
兼
業
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
化
す
る
上
で
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
面
談
で
社
員
と
一
緒
に
成
長

プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
人
事
メ
ン

バ
ー
が
要
と
な
る
の
で
、
こ
う
し
た
人
材
も
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

が
、
採
用
に
は
、
当
初
の
想
定
通
り
良
い
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
応
募
者
か
ら
「
他
社
で
は
副

業
が
Ｎ
Ｇ
だ
っ
た
が
、
こ
こ
は
許
可
さ
れ
て
い

た
の
で
良
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
多
く
、

他
社
と
の
差
別
化
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
自

ら
意
思
を
持
っ
て
副
業
・
兼
業
し
て
い
る
優
秀

な
人
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
会
社
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q 

最
後
に
、
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い

　
企
業
と
し
て
は
、本
当
は
本
業
に
フ
ル
コ
ミ
ッ

ト
し
て
ほ
し
い
の
が
本
音
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
副
業
・
兼
業
が
一
般
化
し
て
い
く
流
れ

は
止
ま
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

本
業
を
い
か
に
魅
力
的
な
機
会
と
で
き
る
か
が

重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

本
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
内
で
ど
れ
だ
け

「
副
業
的
な
機
会
」
を
つ
く
れ
る
か
も
カ
ギ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
当
社
に
は
、
年
に

何
度
か
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
運
営

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
れ
ば
、
通
常
業
務
と

は
違
っ
た
様
々
な
仕
事
が
経
験
で
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
は
希

望
制
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年
か

ら
は
「
ダ
ブ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
制
度
を

つ
く
り
、
運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を

設
け
、「
社
内
副
業
的
な
機
会
」
で
の
活
躍
も

適
切
な
評
価
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

を
正
す
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

採
用
に
一
定
の
効
果
あ
り

今
後
は
社
内
で
も

副
業
的
な
機
会
提
供
を
目
指
す

Q 

副
業
・
兼
業
の
解
禁
か
ら
４
年
ほ
ど
経
ち

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
出
て
い
ま

す
か

　
個
人
の
効
果
ま
で
は
詳
細
に
測
定
・
管
理
し

て
い
な
い
の
で
、
個
人
の
成
長
に
は
ど
こ
ま
で

効
果
が
上
が
っ
た
の
か
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん

副
業
・
兼
業
に
よ
っ
て
周
り
に
悪
影
響
が
出
て

い
る
よ
う
な
ら
、
や
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
た
め
で
す
。
そ
う
し
た
レ
ビ
ュ
ー
を
す
る
の

は
、
年
２
回
の
人
事
評
価
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施

し
て
い
る
「
成
長
支
援
会
議
」
で
す
。
副
業
・

兼
業
の
状
況
確
認
の
た
め
に
特
別
な
面
談
を
設

け
る
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
運
用

す
る
に
は
、
通
常
の
仕
組
み
の
中
で
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
年
に

２
回
確
認
さ
れ
る
場
が
あ
る
こ
と
で
、
本
人
と

し
て
も
副
業
・
兼
業
の
目
的
を
振
り
返
り
、
襟

オイシックス・ラ・大地株式会社で実際に使用されている兼業申請書（一部）。面談での相
談結果をふまえて、兼業が「どのような目的」で「どう活かせるか」を考え、記入することが双
方の成長のために求められている。
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社
内
で
得
ら
れ
な
い
経
験
の
選
択
肢
を

社
外
活
動
の
領
域
で
実
現

　
２
枚
目
の
名
刺
は
、
本
業
で
持
つ
１
枚
目
の

名
刺
に
加
え
て
、
社
外
で
の
、
特
に
ベ
ク
ト
ル

を
社
会
に
向
け
社
会
を
創
る
活
動
に
取
り
組
む

と
き
に
持
つ
名
刺
を
意
味
し
、
そ
の
よ
う
な
２

枚
目
の
名
刺
を
当
た
り
前
の
選
択
肢
と
し
た
い

と
思
っ
て
私
が
立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が「
二

枚
目
の
名
刺
」
で
す
。
社
会
課
題
の
最
前
線
で

解
決
に
向
け
取
り
組
み
な
が
ら
も
、
人
材
を
含

む
リ
ソ
ー
ス
不
足
に
悩
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
、
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
や
理
念
に
共
感
し
て
社
外
活
動
を
し
た

い
人
が
出
会
う
場
の
提
供
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
副
業
の
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
我
々
が
対
象
と
す
る
社
外

活
動
で
は
金
銭
的
報
酬
を
得
る
こ
と
が
第
一
の

目
的
で
は
な
い
た
め
、
旧
来
の
小
遣
い
稼
ぎ
の

た
め
の
副
業
と
は
少
し
趣
旨
が
異
な
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
活
動
を
始
め
た
原
体
験

は
、
社
会
人
留
学
し
た
際
に
個
人
的
な
活
動
と

し
て
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
に
ス
ポ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
、
ベ
ト
ナ
ム
で
農
作

物
の
輸
出
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
言
葉
も

常
識
も
通
じ
な
い
中
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
会
社
の
名
前
や
肩
書

き
に
頼
ら
ず
、「
廣
優
樹
」
と
い
う
個
人
と
し

社外活動の経験が成長機会となり
キャリア自律に繋がる

NPO法人 二枚目の名刺 
代表 廣 優樹 氏

パーソル総合研究所の調査結果では、副業・兼業の経験が個人のスキルアップ
に繋がっていることが分かったが、具体的にどのような成長に繋がるのだろうか。
本業以外の活動を支援するNPO法人「二枚目の名刺」代表の廣優樹氏に、
活動を通じて見えてくる個人の成長や、今後の展望をお話いただいた。

個人の
副業

21

男性20代 男性30代 男性40代 男性50代

女性20代

※グラフ数値は、各因子を構成する項目に対して５段階回答した結果を平均した値

女性30代 女性40代 女性50代

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
／

活
躍
の
場
の
拡
大
目
的

本
業
の
仕
事
に
対
す
る

不
満
解
消
目
的

非
自
発
的
／

頼
ま
れ
副
業

現
職
の
継
続
就
業
の

不
安
解
消
目
的

収
入
補
填
目
的

自
己
実
現
目
的

0

2.0

1.0

3.0

4.0

5.0

変化なし変化あり

既
存
の
や
り
方
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

良
い
と
思
っ
た
や
り
方
で
仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た

自
分
の
仕
事
の
や
り
方
や

経
験
を
定
期
的
に

振
り
返
る
よ
う
に
な
っ
た

仕
事
の
中
で
、
常
に
改
善
で
き
る

こ
と
が
無
い
か
を

探
す
よ
う
に
な
っ
た

困
っ
た
時
に
は
、
周
囲
に

積
極
的
に
助
け
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た

改
善
点
を
積
極
的
に

上
司
や
メ
ン
バ
ー
に

提
案
す
る
よ
う
に
な
っ
た

新
し
い
こ
と
を
試
す
な
ら
、

多
少
失
敗
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た

仕
事
上
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
部
門
と

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
よ
う
に
な
っ
た

新
し
い
取
り
組
み
や
試
み
を

積
極
的
に
仕
事
に

取
り
入
れ
る
よ
う
な
っ
た

43.5 40.5 39.4 39.0 35.7 35.4 35.4 34.3

19.5 20.6 21.7 24.2 26.6 26.2 25.7 22.7

経
験
を
定
期
的
に
振
り
返
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
項
目
は
40
％
以
上
と
高
い
。
こ
の
よ
う

に
今
回
の
副
業
者
を
対
象
と
し
た
調
査
結
果
で

は
、
12
ペ
ー
ジ
の
図
２
「
副
業
者
の
デ
メ
リ
ッ

ト
発
生
の
割
合
」
で
紹
介
し
た
通
り
、
副
業
・

兼
業
が
過
重
労
働
に
繋
が
り
本
業
に
支
障
を
き

た
す
懸
念
は
あ
り
つ
つ
も
、副
業
・
兼
業
に
よ
っ

て
得
た
新
た
な
立
場
や
視
点
か
ら
本
業
を
見
つ

め
直
す
こ
と
で
、本
業
に
好
影
響
を
生
む
メ
リ
ッ

ト
も
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

点
は
特
徴
的
と
い
え
よ
う
。

　
副
業
・
兼
業
が
も
た
ら
す
本
業
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
副
業
・
兼
業
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
本
業
の
仕
事
の
や
り
方

に
変
化
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
聞
い
た
結
果
が

図
６
で
あ
る
。
す
べ
て
の
項
目
で
「
変
化
あ
り
」

と
す
る
割
合
が
「
変
化
な
し
」
よ
り
も
上
回
っ

て
い
る
。
中
で
も
「
既
存
の
や
り
方
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
良
い
と
思
っ
た
や
り
方
で
仕
事
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
」「
自
分
の
仕
事
の
や
り
方
や

も
多
く
、
次
い
で
〈
副
業
・
兼
業
で
好
き
な
こ

と
を
や
り
た
い
〉
と
い
っ
た
項
目
で
構
成
さ
れ

る
「
自
己
実
現
目
的
」
や
〈
本
業
以
外
の
新
し

い
知
見
や
経
験
を
得
た
い
〉〈
会
社
以
外
の
場

所
で
や
り
が
い
を
見
つ
け
た
い
〉
と
い
っ
た
項

目
で
構
成
さ
れ
る
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
／
活
躍
の

場
の
拡
大
目
的
」
が
多
か
っ
た
。
特
に
収
入
補

填
目
的
は
若
年
層
や
女
性
に
多
い
点
、
男
性
の

20
～
30
代
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
本
業
に
対
す
る

不
満
解
消
、
自
己
実
現
目
的
が
多
く
見
ら
れ
る

個
人
の
副
業
の
目
的
と
本
業
への
影
響

　
で
は
、
副
業
者
は
何
を
目
的
に
副
業
・
兼
業

を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
副
業
者
１
０
８
２
人
に
対
し
、

副
業
・
兼
業
を
行
っ
た
理
由
を
聞
い
た
質
問
結

果
か
ら
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
／
活
躍
の
場
の
拡
大

目
的
」
な
ど
６
因
子
を
抽
出
し
、
副
業
・
兼
業

の
実
施
理
由
を
こ
の
６
因
子
別
に
集
計
し
た
も

の
が
図
５
で
あ
る
。「
収
入
補
填
目
的
」
が
最

図4　〈本業の職種別〉非副業者の今後の副業・兼業意向（%）（n=12,437）

図5　副業・兼業を行った理由（n=1,082）

図 6　副業・兼業を行ったことによる本業における
	 仕事のやり方の変化（%）（n=1,082）

副業・兼業の意向あり どちらともいえない 副業・兼業の意向なし

 44.7

 43.6 

 43.5 

 42.7 

 41.8 

41.1 

39.9   

36.9　  

36.6　    

35.1　    

23.5

23.8

　26.4 

　27.8 

24.5  

25.3   

25.0     

24.8　　

27.3　　 

  31.3   　 

31.7 

32.6   

30.1 

29.5 

33.7 

33.6   

35.1   

38.3　 

36.1　 

33.6 

1位 医療・福祉・教育関連(n=821)

2位 営業職(n=1,540)

3位 事務・サービス・サポート職(n=2,260)

4位 IT技術・クリエイティブ職(n=1,260)

5位 専門職種(n=777)

6位 バックオフィス(n=1,993)

7位 マーケティング・企画職(n=475)

8位 配送・物流(n=494)

9位 生産・管理・製造(n=1,786)

10位 商品開発・研究(n=609)
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き
が
見
ら
れ
、
結
果
と
し
て
会
社
へ
の
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
も
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
た
ち
の
自
社
調
査
で
は
、

副
業
意
向
が
な
い
人
で
あ
っ
て
も
４
割
が
副
業

禁
止
企
業
に
魅
力
を
感
じ
な
い
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
社
内
外
を
行
き
来
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で

に
な
い
価
値
を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
優
秀
な
人

材
を
企
業
の
力
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

企
業
は
単
に
副
業
解
禁
と
い
う
点
だ
け
で
な
く
、

タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
も
向
き

合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
枚
目
の
名
刺
」
は
ひ
と
つ
の
実

験
場
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
２
枚
目

の
名
刺
と
し
て
関
わ
り
な
が
ら
、
２
枚
目
の
名

刺
と
し
て
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
が
、
ど
の
よ
う
に

働
き
、
ど
の
よ
う
に
学
び
、
社
会
に
価
値
を
作

り
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。
２
枚
目
の

名
刺
を
も
っ
と
当
た
り
前
の
選
択
肢
と
す
る
た

め
に
、
そ
し
て
も
っ
と
多
く
の
人
に
２
枚
目
の

名
刺
の
き
っ
か
け
を
届
け
る
た
め
に
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
挑
戦
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

業
以
外
の
残
業
時
間
が
20
～
40
時
間
増
え
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

が
問
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
社
会
全
体
と
し
て
も
、

い
か
に
キ
ャ
リ
ア
自
律
す
る
か
は
今
後
の
働
き

方
の
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
の
副
業
解
禁
は
一
層
進
む
と
思
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
促
す
取
り

組
み
を
並
行
で
行
っ
て
い
く
こ
と
が
企
業
に

と
っ
て
、ま
た
個
人
に
と
っ
て
よ
り
大
事
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
枚
目
の
名
刺
」
を
立
ち
上
げ
て

か
ら
10
年
が
経
ち
、
社
会
も
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
人
々
の
働
き
方
や
働
き
方
に
対
す
る
考
え

方
が
、
一
部
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
「
副
業
・
兼
業
は
全
然
進

ん
で
い
な
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
そ
れ
は
や

は
り
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
が
進

み
、
労
働
時
間
は
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一

方
で
、
何
か
を
や
り
た
い
人
が
自
由
に
動
け
て

い
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
ま
た
、
何

を
や
り
た
い
か
が
見
え
ず
に
迷
っ
て
い
る
人
も

多
く
い
ま
す
。
さ
ら
に
踏
み
込
む
な
ら
、
社
員

の
成
長
を
考
え
ず
た
だ
一
律
に
副
業
を
禁
止
し

て
い
る
企
業
は
人
材
を
死
蔵
し
て
い
な
い
か
と

い
う
疑
問
さ
え
あ
り
ま
す
。
企
業
は
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
人
材
を
囲
い
込
み
す
る
だ
け
で
は
良

い
人
材
を
確
保
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
む
し
ろ

社
外
で
の
多
様
な
経
験
を
後
押
し
し
て
も
ら
え

る
か
ら
こ
そ
、
本
業
で
還
元
し
よ
う
と
い
う
動

こ
れ
か
ら
は
キ
ャ
リ
ア
自
律
の
時
代

会
社
も
変
わってい
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
こ
こ
ま
で
の
話
だ
と
副
業
（
本
業
以
外
の
活

動
）
は
良
い
こ
と
ば
か
り
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま

す
が
、
も
ち
ろ
ん
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
す
。
一
番

の
リ
ス
ク
は
や
は
り
疲
労
で
す
。
会
社
の
業
務

範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
仕
事
や
健
康
リ
ス
ク
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
会
社
が
し
て
く
れ
ま
す
が
、
社

外
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
そ
れ
を
自
分
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
枚

目
の
名
刺
」
で
も
短
期
と
は
い
え
、
単
純
に
本

成
長
の
た
め
に
も
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
の
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

終
了
後
で
す
。
多
く
の
参
加
者
に
、
生
き
方
、

働
き
方
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
後
、
そ
の
経
験
を
本
業
に

戻
っ
て
活
か
す
人
も
い
れ
ば
、
新
し
い
挑
戦
、

時
に
そ
れ
は
《
働
く
こ
と
》
へ
の
意
識
変
容
を

伴
い
な
が
ら
、
人
生
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん

で
い
く
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
２
枚
目
の
名
刺
を

持
つ
こ
と
で
得
た
き
っ
か
け
で
変
化
し
、
会
社

の
中
で
は
得
ら
れ
な
い
成
長
が
で
き
た
こ
と
の

証
明
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

廣 優樹 氏
金融業界を経て2009年にNPO
法人「二枚目の名刺」を立ち上げ
る。現在も商社勤務の傍ら、代表
として活動に取り組む。

NPO サポートプロジェクトに参加することで、新たなイノベー
ション、または個人の成長を生み出したケーススタディ

LGBT プロジェクト参加から
ビジネスイノベーションを起こす
LGBTに関するプロジェクトに参加。メンバー
で浴衣を着て遊びに行くことになったが、そ
こで初めて女性用の大きなサイズ、男性用
の小さなサイズという、LGBTの人たちが
必要とする浴衣の種類が市場に存在しない
ことに気づいた。

百貨店
Aさん

CASE A

社内でも活動を始めることで
会社組織の変革に寄与
自分が会社の外に出たときに、どれくらいの
価値が生み出せるのか。そのような問題意
識を持ちながらプロジェクトに参加。いつもの
仕事とは全く別の仕事の進め方があることを
体感し、新しいものを作り出す面白さに開眼。

人材サービス会社
部長 Cさん

CASE C

結果  自社内でもプロジェクトを立ち上げ
て活動し始めると、若手も興味を持って
参加する状況に発展。その後役員にも
参加を促すなど、組織全体が活性化。

プロジェクトに参加することで
社内での若手対応に変化
プロジェクトではメンバーを愛称で呼び合う
決まりがある。年齢も地位もあったために
当初はその雰囲気に馴染めずにいたが、
愛称で呼ぶことで人との接し方に変化が起
こり、態度も柔らかに。

大手化学メーカー
部長 Bさん

CASE B

「二枚目の名刺」の経験を元に
社内ダブルジョブ制度を立ち上げ
プロジェクトに参加し、「NPO二枚目の名
刺」のコンセプトに興味を覚える。この経験
を活かそうと、所属企業で現在の業務と並
行して社内の別の業務に携わり、個人の成
長や能力開発を促す「社内ダブルジョブ」
を実現。

人材サービス会社
Dさん

CASE D

結果  社内で兼業するという仕組みを作
り出し、やがてグループ全体を対象に実
施される取り組みに成長。

結果  社内でも若手とフランクな距離感
で付き合えるようになり、良い人間関係
が構築できるようになった。

結果  会社の商品開発部にその話を持
ち込み、その後多様なサイズの浴衣の
企画・販売を実現。
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社
外
に
成
長
や
や
り
が
い
を
求
め
て
く
る
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
変
化
と
し
て
は
、

ミ
ド
ル
世
代
の
参
加
者
が
増
え
て
き
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
業
の
退
職
後
の
こ
と
を
考

え
て
参
加
し
た
と
い
う
人
や
、
こ
れ
ま
で
の
自

分
の
経
験
を
社
会
に
還
元
し
た
い
、
子
供
世
代

に
残
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
参
加
さ
れ
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
遂
行
・
達
成
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
社
会
や
周
り
か
ら
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
得
ら
れ
る
点
で
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
収
入
が
発
生
し
な
い
の
で
参
加
者
は

副
業
だ
と
認
識
せ
ず
に
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
も
し
会
社
が
副
業
を
禁
止
し
て
い
て
個

人
が
隠
れ
て
副
業
を
す
る
場
合
、
こ
う
し
た
社

会
や
周
囲
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
る

こ
と
は
か
な
り
難
し
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
掲
げ
る
社
会
課
題
の
解
決
と
い
う
の
は
、

正
解
が
存
在
し
な
い
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
未

踏
の
問
題
に
取
り
組
み
、
失
敗
を
経
験
し
た
り
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
せ
る
こ
と
も
、
企
業
内
で

は
失
敗
が
な
か
な
か
許
さ
れ
な
い
時
代
に
あ
る

中
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
組
む
こ
と
の
大
き
な
意
義
で

す
。
そ
れ
に
、
人
か
ら
言
わ
れ
て
や
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
自
分
で
自
分
の
人
生
を
選
択
し

て
い
る
た
め
、
良
い
意
味
で
制
限
を
設
け
ず
頑

張
り
通
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
、
自
分
で

選
ぶ
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
は
、

加
し
た
い
と
い
う
個
人
応
募
者
が
参
加
し
ま
す
。

そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
場
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
活
動
内

容
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
個
人
に
伝
え
て
も
ら
い
、
共

感
す
れ
ば
個
人
が
手
を
挙
げ
、
希
望
者
で
チ
ー

ム
を
編
成
す
る
仕
組
み
で
す
。
参
加
す
る
か
否

か
は
、
あ
く
ま
で
個
人
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
共
感
し
、
や
り
た
い
と
思
う
か
で
決
め
ま
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
枚
目
の
名
刺
」
は
メ
ン
バ
ー
を
指

定
し
て
チ
ー
ム
を
組
む
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

プ
ロ
ボ
ノ
の
よ
う
に
特
定
の
ス
キ
ル
も
求
め
ま

せ
ん
。
共
感
す
る
こ
と
へ
の
取
り
組
み
、
こ
れ

ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ

と
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
こ
う
し
て
組
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
行
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
は
３
カ
月
、
メ
ン
バ
ー
の
人

数
は
６
名
が
基
本
で
す
。
こ
れ
は
何
年
か
運
営

し
て
い
く
う
ち
に
定
ま
っ
た
最
適
と
考
え
ら
れ

る
期
間
と
人
数
で
す
。
年
間
で
み
る
と
全
体
で

20
～
30
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
。
参
加
者
の
実
働
時
間
は
週
末
や
就
業
後

を
中
心
に
毎
月
約
20
～
40
時
間
程
度
で
す
。
な

お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
管
理
に
つ
い
て
は
、

キ
ッ
ク
オ
フ
や
報
告
会
と
い
っ
た
マ
イ
ル
ス

ト
ー
ン
こ
そ
置
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
す
べ

て
参
加
者
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
任
せ
る
形
と
な
っ
て
い

ま
す
。
参
加
者
の
多
く
は
25
～
35
歳
く
ら
い
の

若
い
人
で
す
。
本
業
で
あ
る
程
度
キ
ャ
リ
ア
を

積
み
、
一
人
前
に
な
っ
た
も
の
の
、
社
内
に
お

け
る
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
が
見
え
づ
ら
く
な
り
、

す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
当
時
は
ま
だ
副
業
は
多
く
の
場
合
隠
れ
て

や
る
小
遣
い
稼
ぎ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

社
外
で
何
か
す
る
く
ら
い
な
ら
、
仕
事
に
専
心

し
ろ
、
と
言
わ
れ
て
い
た
頃
で
す
。
そ
ん
な
時

代
か
ら
10
年
と
い
う
歳
月
を
経
て
、
副
業
と

い
っ
て
も
金
銭
報
酬
を
得
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
い
、
と
い
う
認
識
が
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

現
に
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
枚
目
の
名
刺
」
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
希
望
者
は

年
々
増
加
し
、
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
人
は

６
０
０
名
を
越
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
企
業
か
ら

も
、
越
境
機
会
に
よ
っ
て
人
材
の
成
長
を
促
す

人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
捉
え
ら
れ
、
若
手

の
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
ミ
ド
ル
世
代
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
を
行
う
場
と
し
て
オ

フ
ァ
ー
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。

プロ
ジェク
ト
を
経
験
す
る
こ
と
で

新
し
い
段
階へ
進
む
参
加
者
が
多
数

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
枚
目
の
名
刺
」
に
所
属
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
自
身
の
共
感
で
き
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
探
し
て
く
る
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
し
て
、
探
し
て

き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
い
く
つ
か
を
毎
月
開
催
し
て
い

る
コ
モ
ン
ル
ー
ム
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
し

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

て
動
い
た
こ
と
で
得
ら
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
刺

激
と
予
想
も
し
な
い
よ
う
な
出
会
い
に
よ
り
、

自
身
に
と
っ
て
大
き
な
成
長
と
変
化
の
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
今
の
私
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
機

会
を
い
ろ
ん
な
人
に
届
け
た
い
と
思
っ
た
こ
と

が
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
枚
目
の
名
刺
」
の
活
動
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
会
社
に
入
れ
ば
、
報
酬
の
他

に
会
社
に
与
え
ら
れ
る
形
で
一
定
の
経
験
、
成

長
機
会
が
得
ら
れ
ま
す
が
、
収
入
と
成
長
、
や

り
が
い
の
す
べ
て
が
、
必
ず
し
も
勤
務
先
だ
け

で
充
足
で
き
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
会
社
に
与

え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
選
択
で
収
入

と
成
長
、
や
り
が
い
の
バ
ラ
ン
ス
を
設
計
す
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
の
が
２
枚
目
の
名
刺
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
立
ち
上
げ
は
２
０
０
９
年
。
今
で
こ
そ
企
業

が
副
業
解
禁
を
掲
げ
、
社
外
で
の
活
動
を
推
進
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で
発
生
す
る
リ
ス
ク
に
過
敏
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
過
重
労
働
や
転
職
リ
ス
ク
な
ど
を
心
配

し
て
副
業
・
兼
業
を
一
方
的
に
禁
止
す
る
の
は
、

社
員
を
信
じ
て
い
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

捉
え
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
副
業
・
兼
業

の
解
禁
を
独
立
し
た
施
策
と
し
て
考
え
る
と
う

ま
く
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や

柔
軟
な
労
働
時
間
の
導
入
な
ど
、
様
々
な
働
き

方
改
革
施
策
の
一
環
と
し
て
実
行
し
、
社
員
が

柔
軟
に
働
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
今
は
企
業
が
試
さ
れ
て
い

る
と
も
い
え
ま
す
。
副
業
・
兼
業
の
解
禁
は
そ

の
ひ
と
つ
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

櫻
井
|
|
日
本
型
雇
用
で
育
っ
た
人
の
多
い
現

状
で
は
、
企
業
も
個
人
も
変
わ
る
こ
と
は
簡
単

で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

石
山
|
|
日
本
型
雇
用
に
お
い
て
は
、
正
社
員

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
懸
念
が
あ
り
、
企
業
に

と
っ
て
は
歓
迎
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
キ
ャ
リ
ア
副
業
」
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
個
人
の
持
つ
知
識
や
知
見
を
活
か

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
副
業
・
兼
業
で
、
そ
こ

で
得
た
も
の
を
本
業
に
還
元
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
副
業
・
兼
業
に
お

い
て
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
雇
用
さ
れ
な
い

場
合
が
多
く
な
り
ま
す
。
昨
今
で
は
、
本
業
＝

雇
用
、
副
業
・
兼
業
＝
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
い
う

形
式
の
副
業
・
兼
業
だ
け
を
許
可
し
て
い
る
企

業
も
あ
り
ま
す
。
私
と
し
て
は
こ
れ
か
ら
の
時

代
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
副
業
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
が
理
想
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

櫻
井
|
|
し
か
し
現
実
に
は
、
実
質
賃
金
が
下

が
る
中
、
働
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
、
ア
ル

バ
イ
ト
副
業
タ
イ
プ
の
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

法
整
備
の
遅
れ
に
よ
る
副
業
・
兼
業
の
リ
ス
ク

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
山
|
|
確
か
に
今
の
段
階
で
は
収
入
補
填
目

的
の
副
業
の
比
率
が
多
い
こ
と
も
確
か
で
し
ょ

う
。
ま
た
必
要
な
法
整
備
は
急
ぐ
べ
き
で
す
が
、

私
は
同
時
に
働
く
個
人
の
自
律
性
も
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
雇
用
は
大
事
、
労
働
者
は
守
ら
れ
る
べ
き
、

と
い
う
の
は
基
本
で
す
。
し
か
し
、
副
業
・
兼

業
が
解
禁
に
な
っ
た
途
端
に
、
過
剰
に
労
働
者

保
護
を
大
義
名
分
に
し
て
安
全
配
慮
や
労
働
時

間
な
ど
を
懸
念
材
料
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
に
は

違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
こ
の
副
業
・

兼
業
解
禁
の
流
れ
を
機
に
、
キ
ャ
リ
ア
副
業
と

し
て
個
人
が
キ
ャ
リ
ア
を
自
己
管
理
し
、
キ
ャ

リ
ア
自
律
を
促
進
す
る
と
い
う
視
点
が
重
要
で

し
ょ
う
。
慶
應
義
塾
大
学
の
花
田
光
世
名
誉
教

授
に
よ
れ
ば
、
キ
ャ
リ
ア
自
律
の
前
提
条
件
と

し
て
、
個
人
が
自
分
を
信
頼
で
き
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
副
業
を
行
う
こ
と
で
、

会
社
と
は
異
な
る
場
で
個
人
が
自
身
の
能
力
に

自
信
を
つ
け
、
自
分
を
肯
定
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
キ
ャ
リ
ア
自
律
が
促
進
さ
れ
て
い
く
と
い

う
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

社
員
を
信
じ
て
柔
軟
に
働
け
る

組
織
づ
く
り
を

櫻
井
|
|
キ
ャ
リ
ア
観
が
変
化
し
て
き
て
い
る

中
、
企
業
も
個
人
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
す
ね
。

石
山
|
|
企
業
側
は
、
も
っ
と
社
員
を
信
じ
て

キ
ャ
リ
ア
を
任
せ
て
い
く
こ
と
で
す
。
企
業
人

事
は
、
ど
う
し
て
も
把
握
し
き
れ
な
い
と
こ
ろ

O P I N I O N

ポートフォリオワーカー

出所：Handy, C. B. (1995). The Age of Paradox. Brighton :Harvard Business Press.
(小林薫訳『パラドックスの時代』ジャパンタイムズ,1995年)に基づき、石山恒貴氏作成

● 家事
● 育児
● 介護など

● ボランティア
● NPO
● 社会活動など

● 雇用
● 自営
● 副業・兼業など

● 学びなおし
● リカレント教育
● 社会人大学院
● 勉強会など

家庭ワーク 有給ワーク

ギフトワーク 学習ワーク
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個
人
の
自
律
を
促
す

「
キ
ャ
リ
ア
副
業
」とい
う
考
え
方

櫻
井
|
|
石
山
先
生
は
現
在
の
副
業
・
兼
業
解

禁
の
流
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て

い
ま
す
か
。

石
山
|
|
こ
れ
か
ら
の
働
く
人
（
ワ
ー
カ
ー
）

は
ひ
と
つ
の
仕
事
だ
け
を
行
う
の
で
は
な
く
、

人
生
に
お
け
る
ワ
ー
ク
の
う
ち
複
数
を
同
時
に

行
う
こ
と
（
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
）

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
副
業
・
兼
業
は
そ
の
掛
け

合
わ
せ
の
ひ
と
つ
「
有
給
ワ
ー
ク
×
有
給
ワ
ー

ク
」
に
該
当
し
ま
す
（
左
図
参
照
）。
さ
ら
に
、

副
業
・
兼
業
に
は
２
タ
イ
プ
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
エ
ッ
セ
ン
ス
株
式
会
社
の
米
田
瑛
紀

氏
が
唱
え
て
い
る
区
分
で
す
。
ひ
と
つ
は
「
ア

ル
バ
イ
ト
副
業
」
で
、
収
入
目
的
の
副
業
・
兼

業
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
過
重
労
働
を

キ
ャ
リ
ア
自
律
が

生
み
出
す
社
員
の
成
長
と

組
織
への
恩
恵

O P I N I O N

今回の副業・兼業解禁の流れは、企業・個人にとって、どのような
意味を持つのだろうか。また企業は、どのような視点をもって推進す
れば、組織にプラスになるような運用ができるのだろうか。「パラレル
キャリアを持つことが個人のキャリア自律を促し、スキルの幅を広げ、
組織におけるイノベーションに繋がる」と提唱する法政大学大学院
の石山恒貴教授に、本誌編集長が伺った。

本誌編集長

櫻井 功 (聞き手）
法政大学大学院政策創造研究科教授

石山 恒貴 氏
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パーソル総合研究所 研究活動のご紹介

パーソル総合研究所では、人事の現場において、次なる行動を促す意

思決定の役に立つ情報を発信するため『人と組織の成長創造インフラ

へ』というパーソルグループのグループビジョンのもと、様々な調査・

研究活動を続けています。2030年における労働需給を推計した「労働

市場の未来推計2030」、ミドルからの躍進を探求するプロジェクト「日

本で働くミドル・シニアを科学する」、長時間労働の実態とその解消に

ついて調査した「希望の残業学」、アジア・パシフィックの13の国と地

域を対象に労働に関する情報をまとめた「PERSOL HR DATA BANK 

in APAC」など、調査・研究の成果を特設サイトや冊子、書籍におい

て公表しておりますので、ぜひご活用ください。

機関誌「HITO」バックナンバーのご案内
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あ
り
ま
す
。
企
業
は
副
業
・
兼
業
を
推
進
す
る

前
に
、
社
内
か
ら
そ
う
し
た
意
識
を
な
く
し
、

フ
ラ
ッ
ト
な
状
態
を
保
つ
よ
う
に
努
め
る
べ
き

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
社
員
は
自
然
と
自
律
的
に

考
え
、
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
社
員
が

個
人
と
し
て
の
強
み
は
何
か
と
考
え
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
で
自
分
を
伸
ば
す
。

そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
生
産

性
向
上
と
な
っ
て
組
織
へ
の
還
元
に
繋
が
る
の

で
す
。

　
本
来
仕
事
と
は
、
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て
、

生
き
生
き
と
楽
し
く
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
こ

と
。
会
社
に
対
す
る
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
も
大
事
で

す
が
、
充
実
感
や
就
業
意
欲
を
高
め
、
活
力
を

持
っ
て
働
く
と
い
う
社
員
の
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
イ

ジ
メ
ン
ト
の
実
現
こ
そ
が
重
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
副
業
・
兼

業
の
推
進
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

か
な
か
進
ま
な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段

で
あ
る
と
企
業
は
み
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

今
は
様
子
見
の
企
業
も
、
社
会
全
体
が
大
き

く
動
い
て
い
る
中
で
い
ず
れ
解
禁
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
が
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
際
、
企
業
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
副

業
・
兼
業
を
い
か
に
事
業
の
中
で
戦
略
的
に

意
味
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
だ
。

本
誌
で
紹
介
し
た
2
社
の
事
例
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
自
社
と
し
て
副
業
・
兼
業
を
ど
の
よ

う
な
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
る
の
か
を
明
確

に
し
た
上
で
取
り
組
む
こ
と
が
、
結
果
的
に

企
業
の
得
る
メ
リ
ッ
ト
の
最
大
化
に
も
繋
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
石
山
恒
貴
教
授
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
観
も
ま
た
自
律
的
な

も
の
に
変
わ
り
ゆ
く
中
で
、
雇
用
と
い
う
も

の
の
意
味
が
徐
々
に
希
薄
に
な
り
、
近
い
将

来
誰
も
が
「
副
業
・
兼
業
」
な
ら
ぬ
「
複
業
」

に
お
い
て
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な

個
人
か
ら
、
今
後
も
選
ば
れ
続
け
る
企
業
で

あ
る
た
め
に
、
人
事
は
従
来
の
「
雇
用
」
を

前
提
と
し
た
「
社
員
」
の
み
を
リ
ソ
ー
ス
と

す
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
留
ま
ら
ず
、マ
ー

ケ
ッ
ト
か
ら「
適
時
・
適
材
・
適
所
」で
リ
ソ
ー

ス
を
調
達
し
、
よ
り
柔
軟
な
関
係
を
構
築
で

き
る
ス
キ
ル
を
磨
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
対
し
て
雇
用
の
安
定
性
を
提
供
す
る
一
方
、

人
生
の
多
く
の
時
間
を
会
社
に
捧
げ
る
よ
う
な

貢
献
を
暗
黙
の
う
ち
に
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
副
業
・
兼
業
と
い
う
と
、
会
社
に
対

す
る
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
低
下
を
懸
念
す
る
人
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
キ
ャ
リ
ア
自
律
を
目
指
す

な
ら
、
も
ち
ろ
ん
日
本
型
雇
用
の
良
い
部
分
は

残
し
つ
つ
も
、
多
様
な
人
が
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
な
包
摂
的
な
考
え
方
の
組
織
・
社
会
に
変

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

櫻
井
|
|
企
業
は
、
副
業
・
兼
業
解
禁
を
今
後

ど
う
進
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

石
山
|
|
ま
ず
副
業
者
を
抑
圧
や
抑
制
し
な
い

こ
と
で
す
。
あ
る
社
員
が
社
外
に
出
て
本
業
以

外
の
経
験
を
す
る
と
い
う
と
、
い
ま
だ
に
社
内

で
、
会
社
へ
の
忠
誠
心
が
乏
し
い
人
、
変
わ
っ

た
人
、
な
ど
の
思
い
込
み
を
持
た
れ
る
こ
と
が

　
今
号
は
、
企
業
が
副
業
・
兼
業
の
解
禁
を

検
討
す
る
際
に
参
考
と
な
る
情
報
の
提
供
を

目
指
し
、
調
査
や
取
材
な
ど
を
も
と
に
誌
面

を
構
成
し
た
。
編
集
を
通
し
て
随
所
で
実
感

し
た
の
は
、
今
回
の
副
業
・
兼
業
の
解
禁
の

動
き
は
、
単
発
の
も
の
で
も
単
な
る
ブ
ー
ム

で
も
な
く
、
戦
後
長
く
続
い
て
き
た
日
本
の

雇
用
の
あ
り
方
や
働
き
方
が
変
わ
り
つ
つ
あ

る
大
き
な
「
う
ね
り
」
の
一
部
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　
２
０
１
８
年
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
や
モ

デ
ル
就
業
規
則
の
改
定
に
よ
っ
て
、
政
府
か

ら
副
業
・
兼
業
促
進
の
方
針
が
明
示
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
労
働
法
制
や
社

会
保
障
法
制
等
、
法
制
度
の
整
備
は
追
い
付

い
て
い
な
い
。そ
の
た
め
現
段
階
で
は「
副
業・

兼
業
の
解
禁
に
踏
み
切
れ
な
い
」
と
す
る
企

業
は
多
い
。し
か
し
、我
々
は「
確
実
に
副
業
・

兼
業
解
禁
の
動
き
は
広
が
っ
て
い
く
」
と
考

え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
の
意
向
は
ど
う
あ
れ
、

副
業
・
兼
業
の
促
進
は
従
来
の
雇
用
の
仕
組

み
の
中
で
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
従
業
員
の

成
長
の
た
め
の
新
た
な
促
進
策
で
あ
り
、
な

O P I N I O N

summary

総
　
括

編
集
長櫻井 

功

石山 恒貴 氏
法政大学大学院政策
創造研究科教授
国内外の企業で人事
労務関係を担当した
のち、現職。人的資源
管理、人材育成、雇用
が研究領域。
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